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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

イ
ー
ス
タ
ー

サ
ン
デ
ー春

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
が
今
年
１

月
５
日
よ
り
導
入
し
た
渋
滞
税

に
つ
い
て
、
連
邦
政
府
が
４
月

20
日
ま
で
に
廃
止
す
る
よ
う
求

め
て
い
た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
ホ
ウ
ク
ル
知
事
の
広
報
担

当
者
は
期
限
に
関
す
る
声
明
の

中
で
、「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

効
果
を
上
げ
て
い
る
。
交
通
量

は
減
少
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
は
拡
大

し
、
カ
メ
ラ
は
作
動
し
続
け
て

い
る
」
と
述
べ
、
従
わ
な
い
意

向
を
表
明
、
渋
滞
税
徴
収
は
20

日
以
降
も
継
続
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
都
市
圏
の
公

共
輸
送
を
運
営
す
る
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
、

渋
滞
税
は
渋
滞
緩
和
、
大
気
の

改
善
、
公
共
交
通
機
関
へ
の
資

金
提
供
を
目
的
し
た
も
の
で
あ

り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
廃
止
命

令
は
不
当
と
し
て
提
訴
し
て
い

る
。
ホ
ウ
ク
ル
知
事
お
よ
び
Ｍ

Ｔ
Ａ
は
、
裁
判
所
が
別
段
の
指

示
を
出
さ
な
い
限
り
、
カ
メ
ラ

と
料
金
徴
収
は
そ
の
ま
ま
維
持

さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

渋
滞
税
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

60
丁
目
以
南
に
入
る
車
両
に
、

例
え
ば
乗
用
車
で
平
日
は
午
前

５
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
、
週

末
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
、
ピ
ー
ク
料
金
と
し
て
９

ド
ル
を
課
す
も
の
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
渋
滞
税

を
廃
止
す
る
と
大
統
領
就
任
前

か
ら
述
べ
て
い
た
。シ
ョ
ー
ン
・

ダ
フ
ィ
ー
米
運
輸
長
官
は
２
月

19
日
、
渋
滞
税
は
市
民
や
通
勤

者
、
企
業
の
重
荷
に
な
っ
て
い

る
な
ど
と
指
摘
し
、
認
可
を
取

り
消
す
と
表
明
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
は「
渋
滞
税
は
終
わ
っ
た
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
全
体
が
救
わ
れ
た
。
国
王
万

歳
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と

も
に
、
王
冠
を
か
ぶ
っ
た
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
イ
ラ
ス
ト
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
た
。

　

ダ
フ
ィ
ー
長
官
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
に
入
る
高
速
道
路
は
連
邦

政
府
の
管
轄
で
も
あ
り
、
３
月

21
日
ま
で
に
廃
止
す
る
よ
う
求

め
た
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
法

的
手
段
を
取
る
と
し
て
応
じ

ず
、
長
官
は
期
限
を
30
日
間
延

期
し
た
。
し
か
し
今
回
も
Ｎ
Ｙ

州
は
応
じ
な
か
っ
た
。

　

渋
滞
税
を
め
ぐ
っ
て
は
ほ
か

に
も
複
数
の
訴
訟
が
起
さ
れ
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
連
邦

地
裁
の
ル
イ
ス
・
リ
マ
ン
判
事

は
４
月
17
日
、
４
件
の
訴
訟
に

お
け
る
渋
滞
税
反
対
の
主
張
20

件
の
う
ち
、
連
邦
環
境
法
違
反

を
主
張
す
る
も
の
な
ど
５
件
を

除
き
棄
却
、
導
入
賛
成
に
有
利

な
情
勢
と
な
っ
て
い
る
。な
お
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
が
渋
滞

料
金
廃
止
を
求
め
た
訴
訟
で

は
、
同
州
の
連
邦
判
事
が
Ｎ
Ｊ

州
側
に
不
利
な
判
決
を
下
し
、

渋
滞
税
導
入
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。

渋滞税 継続
連
邦
政
府
の
停
止
命
令

Ｎ
Ｙ
州
政
府
従
わ
ず

　イースター（復活祭）はキリスト教徒が祝う最も重要
な日。NY五番街のセント・パトリック寺院前ではこの
日午前、華やかな春を告げるボンネット・パレードが
行われた。死は決してそれでおしまいではないと祝うそ
の日、神は教皇フランシスコを迎えに来た。
　　　　　　　　　　（20日午前 11時、写真・三浦良一）
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H E AV E N  S A K E

日
本
の
卓
越
し
た
醸
造
技
術
と
フ
ラ
ン
ス
の
芸
術
性
の
融
合

日本の名門蔵元が
丹精込めて造る酒を
洗練された
ボトルに込めて

　

フ
ラ
ン
ス
で
国
際
的
に
も
権

威
の
あ
る
数
々
の
賞
を
受
賞
し

た
高
名
な
シ
ャ
ン
パ
ン
醸
造
家

の
レ
ジ
ス
・
カ
ミ
ュ
は
、
初
め

て
日
本
酒
を
口
に
し
た
際
、
そ

の
飲
み
心
地
の
良
さ
や
酒
蔵
の

杜
氏
た
ち
の
細
や
か
な
仕
事
に

感
銘
を
受
け
た
と
い
う
。「
ア

ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
（
ブ
レ
ン

ド
）
の
神
様
」
と
し
て
知
ら
れ

る
レ
ジ
ス
は
、
伝
統
を
尊
重
し

な
が
ら
、
卓
越
し
た
日
本
の
醸

造
技
術
と
ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ

ュ
の
芸
術
性
を
組
み
合
わ
せ
た

技
法
で
、
日
本
の
数
々
の
著
名

な
酒
蔵
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
実
現
し
た
。
そ
う
し
て
生

ま
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
が
「
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｖ
Ｅ
Ｎ 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
（
ヘ
ブ
ン
・

サ
ケ
）」
だ
。

　

ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
を
音

楽
の
創
作
に
例
え
て
い
る
レ
ジ

ス
は
、
味
覚
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要

素
を
重
ね
合
わ
せ
、
調
和
を
生

み
出
し
て
魅
惑
的
な
作
品
を
作

り
上
げ
て
い
る
。
レ
ジ
ス
は
、

そ
ん
な
長
年
の
経
験
を
活
か

し
、
異
な
る
香
り
と
風
味
が
ど

の
よ
う
な
相
互
作
用
を
起
こ
し

新
し
い
味
わ
い
を
生
み
出
す
の

か
熟
知
し
て
い
る
。
ヘ
ブ
ン
・

サ
ケ
が
日
本
酒
造
り
に
初
め
て

ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
を
持
ち

込
ん
だ
際
、「
単
な
る
ブ
レ
ン

ド
で
酒
質
を
高
め
る
こ
と
な
ん

て
な
い
だ
ろ
う
」
と
否
定
す
る

声
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
し
か

し
、
ヘ
ブ
ン
・
サ
ケ
は
多
く
の

専
門
家
を
納
得
さ
せ
、
批
判
的

意
見
を
覆
す
こ
と
に
成
功
し

日
本
酒
を
ア
メ
リ
カ
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
へ

　

初
回
の
今
号
で
は
、「
Ｈ
Ｅ

Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｎ 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
」
の
北

米
市
場
開
拓
責
任
者
を
務
め
る

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ザ
ッ

ク
・
グ
ロ
ス
さ
ん
に
、
同
ブ
ラ

ン
ド
の
特
性
や
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
尋
ね
た
。

　

ザ
ッ
ク
氏
：「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ

Ｎ 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
（
ヘ
ブ
ン
・
サ

ケ
） 

は
、
名
高
い
フ
ラ
ン
ス
の

シ
ャ
ン
パ
ン
醸
造
家
、レ
ジ
ス
・

カ
ミ
ュ
と
日
本
の
最
も
著
名
な

酒
蔵
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
作
品
な
ん

で
す
。
カ
ミ
ュ
は
ア
ッ
サ
ン
ブ

ラ
ー
ジ
ュ
の
神
様
と
し
て
知
ら

れ
、
国
際
的
に
権
威
の
あ
る
Ｉ

Ｗ
Ｃ（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ワ
イ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
で
「
ワ

イ
ン
メ
ー
カ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
」
を
８
回
受
賞
し
た
実

績
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
純

米
酒
の
提
携
蔵
元
に
は
楯
野
川

酒
造
（
山
形
県
）、
新
澤
醸
造

店
（
宮
城
県
）、
浦
霞
醸
造
元

（
宮
城
県
）、
出
羽
櫻
酒
造
（
山

形
県
）、小
西
酒
造
（
兵
庫
県
）、

辰
馬
本
家
酒
造
（
兵
庫
県
）
が

あ
り
、
日
本
に
行
く
た
び
に
全

て
の
蔵
元
を
訪
ね
て
い
ま
す
。

ヘ
ブ
ン
・
サ
ケ
は
、
伝
統
的
な

酒
造
り
の
手
法
で
あ
り
な
が
ら

モ
ダ
ン
な
ボ
ト
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
た
め
、
ひ
と
目
で
日
本
酒
と

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ユ

ニ
ー
ク
な
特
徴
が
逆
に
新
し
い

も
の
を
受
け
入
れ
る
ハ
イ
エ
ン

ド
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
歓
迎

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
特
に

市
内
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
や
高

級
ホ
テ
ル
で
は
顧
客
に
提
供
さ

れ
は
じ
め
て
い
ま
す
が
、
昨
年

10
月
に
日
本
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た

ば
か
り
の
ヘ
ブ
ン
・
サ
ケ
が
ア

メ
リ
カ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
広

く
親
し
ま
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら

で
し
ょ
う
。
ヘ
ブ
ン
・
サ
ケ
に

は
最
高
峰
の
有
田
焼
の
ボ
ト
ル

に
入
っ
た
農
口
と
、
新
澤
、
楯

野
川
、
浦
霞
、
出
羽
櫻
、
白

雪
、
白
鹿
の
純
米
酒
６
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
農

口
は
、
酒
造
り
の
神
様
と
呼
ば

れ
る
杜
氏
農
口
尚
彦
さ
ん
の
技

術
、
精
神
を
受
け
継
い
で
い
る

蔵
元
で
作
ら
れ
た
お
酒
で
す
。

１
瓶
８
５
０
ド
ル
す
る
が
、
米

国
で
３
０
０
本
限
定
で
発
売
し

た
と
こ
ろ
１
週
間
で
完
売
し
ま

し
た
。
６
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
ア

ル
コ
ー
ル
度
数
は
15
％
か
ら
16

％
で
、
酒
屋
で
の
価
格
も
１
瓶

30
ド
ル
か
ら
90
ド
ル
代
で
広
く

一
般
の
顧
客
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
価
格
設
定
で
す
が
、
日
本

酒
の
米
国
で
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
20
年
前
に
テ
キ
ー

ラ
は
メ
キ
シ
コ
レ
ス
ト
ラ
ン
で

し
か
飲
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の

が
今
で
は
ど
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
も
フ
ル
リ
ス
ト
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
の
ロ

ゼ
も
、
今
ほ
ど
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
米
と

麹
で
作
る
日
本
酒
は
ウ
イ
ス
キ

ー
よ
り
も
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が

低
い
た
め
健
康
的
で
す
。
日
本

酒
を
ア
メ
リ
カ
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ム
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が

私
の
夢
で
す
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

で
レ
ス
ト
ラ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
に
関

わ
り
、
ワ
イ
ン
ソ
ム
リ
エ
と
し

て
の
経
験
も
生
か
し
て
、
日
本

酒
の
ヘ
ブ
ン
・
サ
ケ
を
ア
メ
リ

カ
に
お
住
ま
い
の
日
本
人
の
皆

様
に
も
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
。」

　

現
在
は
、
既
に
い
く
つ
か
の

酒
販
店
で
の
販
売
も
開
始
さ
れ

て
い
る
が
、
ま
ず
は
商
品
を
直

接
購
入
も
で
き
る
同
社
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（heavensake.

com

）
を
見
て
、
詳
細
を
知
っ

て
欲
し
い
と
い
う
。
で
も
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
や

Ｂ
Ｂ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
ヘ
ブ
ン
・
サ
ケ
が
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
全
米
各
地
の
酒

棚
に
並
ぶ
の
も
そ
う
遠
い
日
で

は
な
さ
そ
う
だ
。

た
。

　

そ
う
し
て
生
ま
れ
た
銘
酒
の

数
々
を
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く

独
創
的
で
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ

ン
の
ボ
ト
ル
に
注
ぎ
込
ん
だ
も

の
が
今
ま
で
な
か
っ
た
新
し
い

ブ
ラ
ン
ド
「
ヘ
ブ
ン
・
サ
ケ
」。

そ
ん
な
ヘ
ブ
ン
・
サ
ケ
が
こ
の

ほ
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
上

陸
。
早
速
、
米
系
の
高
級
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
に
次
々
と
導
入
さ

れ
始
め
て
い
る
が
、「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
日
系
社
会
に
も
是
非

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
も
企
画
し
て
い
る

そ
う
だ
。

　

ヘ
ブ
ン
・
サ
ケ
の
魅
力
を
本

紙
で
も
３
回
の
シ
リ
ー
ズ
企
画

と
し
て
紹
介
す
る
。

heavensake.com

ザック・グロス氏／ヘブン・サケ ゼネラルマネジャー



（3）　　 ［総　合］ 2025 年（令和 7 年）4 月 26 日（土）

　

日
本
発
の
生
ド
ー
ナ
ツ
専

門
店
「
ア
イ
ム
ド
ー
ナ
ツ
？
」

な
ど
を
展
開
す
る
株
式
会
社

peace put

（
代
表
取
締
役
・

平
子
良
太
／
福
岡
県
福
岡
市
）

は
、
海
外
１
号
店
と
な
る
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
店
（
西
45
丁
目

１
５
４
番
地
、
６
番
街
と
７
番

街
の
間
）
を
4
月
22
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　

日
本
で
は
６
店
舗
を
展
開
し

て
い
る
が
、
ど
こ
も
２
時
間
待

ち
の
行
列
が
で
き
る
人
気
。
Ｎ

Ｙ
で
も
す
で
に
連
日
行
列
が
で

き
て
い
て
行
列
最
後
尾
に
い
た

日
本
人
女
性
は
「
日
本
で
は
な

か
な
か
入
れ
な
い
の
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ

た
で
す
」
と
喜
ん
で
い
た
。

　

Ｎ
Ｙ
店
で
は
シ
グ
ネ
チ
ャ

ー
商
品
で
も
あ
る
生
ド
ー
ナ

ツ
「
ア
イ
ム
ド
ー
ナ
ツ
？
」
を

は
じ
め
、
ビ
ー
ガ
ン
な
ど
Ｎ
Ｙ

店
限
定
の
9
商
品
を
含
め
た
全

15
種
類
を
展
開
。
価
格
は
４
ド

ル
か
ら
13
ド
ル
。
代
表
の
平
子

さ
ん
は
「
ド
ー
ナ
ツ
の
本
場
は

ア
メ
リ
カ
、
そ
の
中
で
も
常
に

人
が
集
ま
り
、
活
気
と
多
様
性

あ
ふ
れ
る
街
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
海
外
初
出
店
の
場
所
と

し
て
選
び
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
と
言
え
ば
や
っ
ぱ
り
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
感
無
量
で
す
。
世
界
の
中

心
で
あ
る
こ
の
場
所
で
ド
ー
ナ

ツ
を
届
け
、
た
く
さ
ん
の
人
に

美
味
し
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
」
と

話
す
。
生
ド
ー
ナ
ツ
の
食
感
は

保
湿
感
を
維
持
す
る
た
め
に
か

ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
て
い
る
の
が
特

徴
。
店
内
は
作
る
工
程
を
一
望

で
き
る
製
造
工
場
の
よ
う
な
階

段
状
に
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
の

山
奥
か
ら
運
ん
で
き
た
６
ト
ン

の
岩
石
テ
ー
ブ
ル
も
迫
力
だ
。

I’m donut ?

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
出
店

154 W45th  Street
New York, NY 10036
営業時間 8:00-16:00

ソフトオープン期間中は10:00 ～
定休日：月曜、火曜

大
人
気
の
生
ド
ー
ナ
ツ
店

代表の平子さん

第20回桜まつり開催
フラッシング・メドウズコロナパーク

NY日系人会主催
　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
、
佐

藤
貢
司
会
長
）
主
催
の
第
20
回
桜

祭
り
が
、
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
メ
ド

ウ
ズ
・
コ
ロ
ナ
パ
ー
ク
で
日
米
市

民
５
０
０
人
あ
ま
り
が
参
加
し

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
日
本

桜
の
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
種
が

１
９
９
２
年
当
時
の
稲
垣
茂
Ｊ

Ａ
Ａ
会
長
か
ら
市
に
寄
贈
さ
れ
、

２
０
０
１
年
に
１
６
８
本
の
桜
の

木
が
植
樹
さ
れ
、
２
０
０
３
年
か

ら
サ
ク
ラ
祭
り
を
開
催
し
て
い

る
。
今
年
は
Ｊ
Ａ
Ａ
副
会
長
の
ジ

ュ
リ
ー
・
ア
ズ
マ
さ
ん
の
日
系
社

会
へ
の
功
績
を
た
た
え
て
森
美
樹

木
夫
大
使
ら
が
植
樹
し
た
。

Photo: Masao Katagami

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
ど
真
ん
中
に
開
店
し
た
Ｎ
Ｙ
店

 日本クラブからのお知らせ
■メトロポリタン・オペラ 24/25 シーズン
 鑑賞会＆直前勉強会 モーツァルト作
 『フィガロの結婚』

 A scene from Mozart's "Le Nozze di Figaro" 
Photo Evan Zimmerman Met Opera

 〇直前勉強会：5月 9日（金）6PM～ 
 参加費 会員 $15/一般 $25
 〇オペラ鑑賞会：5月 10日（土）8PM～ 
 会員 $130/ 一般 $145
 モーツァルト作『フィガロの結婚』は、イタリア
のオペラ・ブッファ（喜歌劇）のスタイルの作品で、
オペラ史上の最高傑作といわれています。この ”愛
の物語 ”を美しい音楽と共に鑑賞しましょう。前日
には勉強会を開催。詳細は日本クラブのウェブサ
イトでご覧ください。

■第 20 回東京・ニュー
ヨーク友好陶芸コンテ
スト開催！

 東京と NYの姉妹都市提
携を記念した陶芸展を、5
月 15日（木）～ 21日（水） 
に日本ギャラリーにて開
催します。（入場無料）  両
国の個性豊かな入賞作を
一堂に展示します。

■日本クラブカルチャー講座「2025 年春期」   
 4月 7日（月）よりスタートしました！茶道、いけ
ばな、書道・ペン字などのフルターム講座や、エ
クササイズ、手編み、テーブル茶道などの１日・
短期講座など、幅広いジャンルの講座が開講しま
す。各講座のスケジュール、詳細、お申し込みは
www.nipponclub.org/culture をご覧ください。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 　www.nipponclub.org 

第 19 回最優秀賞「Unknown 
Object」Chia Hsuan Kuo 作

http://jaany.org/
https://japan-universities.com/event/daigaku25sp.html
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グランドマーシャル
鉄人シェフの森本さん

コミュニティーリーダー

JAA の佐藤会長

　

今
年
の
グ
ラ
ン
ド
マ
ー
シ
ャ

ル
に
は
シ
ェ
フ
の
森
本
正
治

氏
。
森
本
氏
は
、『
ア
イ
ア
ン
・

シ
ェ
フ
』
や
『
ア
イ
ア
ン
・
シ

ェ
フ
・
ア
メ
リ
カ
』
の
ス
タ

ー
と
し
て
多
く
の
人
に
知
ら

れ
、
現
在
は
『Roku’s Sushi 

Master

』
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
兼
審
査

員
を
務
め
て
い
る
。
森
本
氏
は

「
こ
の
役
割
は
、
世
界
で
最
も

活
気
の
あ
る
都
市
の
中
心
で
、

日
本
の
豊
か
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
文
化
を
祝
福
し
、
共
有
す
る

ま
た
と
な
い
機
会
を
与
え
て
く

れ
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
新
た
に
登

場
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ

ー
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
会
長
の
佐
藤
貢
司

氏
が
就
任
。
パ
レ
ー
ド
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
佐

藤
氏
は
「
日
本
の
文
化
、
そ
し

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
む
日
本

人
と
日
系
ア
メ
リ
カ
人
が
、
こ

の
活
気
に
満
ち
た
多
様
性
に
富

ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ど
の
よ

う
に
貢
献
し
て
い
る
か
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
ジ
ャ
パ
ン
・

パ
レ
ー
ド
で
皆
様
に
お
会
い
で

き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
述
べ
て
い
る
。

 
加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

本
紙
も
含
め
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
で
、
４
月
11
日
以
降
、
14
歳

以
上
の
米
国
に
住
む
外
国
人
は

外
国
人
登
録
お
よ
び
登
録
証
明

書
の
携
帯
義
務
化
の
記
事
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

関
し
て
多
く
の
人
た
ち
が
困
惑

さ
れ
て
、
当
事
務
所
に
も
質
問

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
す
で
に
詳
細
は
先
週
号
の

本
紙
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
私
の
方
で
は
簡
単
に
３

点
の
注
意
点
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

（
１
）
外
国
人
登
録
申
請
、
米

外
国
人
登
録
義
務
に
関
し
て

国
移
民
局
へ
の
申
請
書
類
Ｇ　

ー
３
２
５
Ｒ
の
提
出

　

こ
の
申
請
書
類
は
、
米
国
永

住
権
保
持
者
、
非
移
民
ビ
ザ
、

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
米
国
に
滞
在
し
て

い
る
人
た
ち
が
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
米
国
に
住
む

外
国
人
は
全
員
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
噂
が
流
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は

間
違
い
で
す
。
上
記
に
該
当
す

る
人
た
ち
は
す
で
に
米
国
移
民

局
や
米
国
大
使
館
、
ま
た
は
米

国
の
空
港
の
移
民
・
関
税
審
査

官
を
通
し
て
本
人
確
認
や
電
子

で
の
指
紋
摂
取
と
い
う
登
録
が

済
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

（
２
）
永
住
権
（
グ
リ
ー
ン
カ

ー
ド
）、フ
ォ
ー
ム
Ｉ
ー
94
（
米

国
出
入
国
記
録
）、
就
労
許
可

証
（
Ｅ
Ａ
Ｄ
カ
ー
ド
）
の
携
帯

義
務

　

外
国
人
登
録
申
請
は
済
ん
で

い
る
と
い
っ
て
も
、
証
明
に
な

る
も
の
は
常
時
携
帯
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
米
国

移
民
局
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
必

要
と
は
明
言
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
コ
ピ
ー
や
携
帯
画
像
を
常

時
お
持
ち
な
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
携
帯

し
て
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場

合
、
再
度
取
得
す
る
の
に
手
間

と
時
間
が
か
か
っ
て
大
変
で

す
。
な
お
、
ビ
ザ
で
米
国
に
滞

在
し
て
い
る
人
た
ち
が
必
要
な

フ
ォ
ー
ム
Ｉ
ー
94
は
ど
こ
で
入

手
で
き
る
か
で
す
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で U.S. Customs and 

Border Protection (

米
国
税

関
・
国
境
警
備
局)

、https://
i94.cbp.dhs.gov/home 

の

サ
イ
ト
を
検
索
し
て
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
印
刷
す
る
か
、

画
像
に
撮
っ
て
携
帯
し
て
く
だ

さ
い
。

（
３
）
米
国
市
民
の
場
合
の
証

明　

　

今
回
の
規
則
は
外
国
人
が
対

象
で
、
米
国
市
民
は
本
来
該
当

し
な
い
の
で
す
が
、
日
本
を
含

め
た
ア
ジ
ア
系
の
国
に
生
ま
れ

て
そ
の
後
米
国
市
民
に
な
っ
た

人
た
ち
や
、
両
親
が
ア
ジ
ア
系

で
米
国
に
生
ま
れ
た
ア
ジ
ア
系

米
国
人
や
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系

の
国
の
米
国
人
が
、
外
国
人
と

疑
わ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に

自
分
た
ち
が
米
国
人
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
の
か
、
と
い
う

質
問
も
数
名
の
人
た
ち
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
系
や
ヒ
ス

パ
ニ
ッ
ク
系
と
い
う
こ
と
で
外

国
人
と
思
わ
れ
て
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
米

国
移
民
・
関
税
執
行
局
）
の
審

査
官
に
質
問
さ
れ
た
時
に
、
何

も
証
明
す
る
も
の
が
な
い
場

合
、「
私
は
米
国
人
で
す
」
と

返
答
し
て
も
信
用
さ
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

で
す
。
米
国
人
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
と
し
て
は
４
種

類
あ
り
ま
す
。

• Birth Certifi cate (

出
生
証

明
書) 

―
米
国
で
生
ま
れ
た
人

に
は
発
行
さ
れ
ま
す
。

• 

米
国
パ
ス
ポ
ー
ト

• Naturalization Certifi cate

―
米
国
で
永
住
権
を
取
得
後
に

数
年
た
っ
て
米
国
市
民
権
の
申

請
を
し
、
試
験
を
受
け
て
、
市

民
と
し
て
の
宣
誓
式
を
終
え
た

人
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

• Citizenship Certificate

― 

こ
れ
は
Ｎ
―
６
０
０
と
い
う
申

請
書
類
を
移
民
局
に
提
出
し

て
、
許
可
が
降
り
れ
ば
発
行
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
書
類
の
う
ち
ど
れ
か
一

つ
が
あ
れ
ば
良
い
で
す
。な
お
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
コ
ピ
ー

ま
た
は
画
像
を
携
帯
し
て
く
だ

さ
い
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

　

第
４
回
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド

が
、
５
月
10
日
（
土
）
午
後
１

時
か
ら
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ

エ
ス
ト
の
81
丁
目
か
ら
68
丁
目

ま
で
開
催
さ
れ
る
。
併
せ
て
文

化
と
フ
ー
ド
を
提
供
す
る
ス
ト

リ
ー
ト
フ
ェ
ア
が
午
前
11
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
72
丁
目
の
コ

ロ
ン
バ
ス
街
と
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
ウ
エ
ス
ト
の
間
で
行
わ
れ

る
。
日
本
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

と
し
て
「
進
撃
の
巨
人　

ザ
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の
キ
ャ
ス
ト

を
迎
え
る
こ
と
が
決
定
し
て
い

る
。
パ
レ
ー
ド
を
前
に
17
日
午

前
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
公

邸
で
報
道
関
係
者
向
け
の
プ
レ

ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
パ

レ
ー
ド
名
誉
会
長
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
総
領
事
、森
美
樹
夫
大
使
、

ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
イ
ン
ク
・
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
兼
チ
ェ
ア
マ
ン
の
岡

本
慎
一
日
本
生
命
保
険
相
互
会

社
常
務
執
行
役
員
、
今
年
か
ら

新
設
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー

ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ダ

ー
に
選
ば
れ
た
佐
藤
貢
司
氏
Ｎ

Ｙ
日
系
人
会
会
長
、
運
営
を
行

う
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
の
吉
井
久
美
子
事
務
局

長
が
記
者
会
見
し
た
。

　

会
見
で
は
パ
レ
ー
ド
の
正
式

な
概
要
に
つ
い
て
発
表
さ
れ

た
。
ま
た
当
日
は
パ
レ
ー
ド
に

参
加
す
る
ハ
ー
レ
ム
・
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
ー

と
僧
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
が
演
奏

を
披
露
し
た
。
今
年
の
ジ
ャ
パ

ン
パ
レ
ー
ド
・
ア
ー
ト
・
コ
ン

テ
ス
ト
の
結
果
も
発
表
さ
れ
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

ミ
ン
グ
チ
ェ
ン
・
リ
ー
さ
ん
の

作
品
が
選
ば
れ
、
今
年
の
公
式

ポ
ス
タ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ

た
。

　

同
パ
レ
ー
ド
は
、
日
本
文
化

の
紹
介
を
通
じ
て
日
米
市
民
の

交
流
と
相
互
理
解
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
連
帯
強
化
の
場
と
し
て
、

ま
た
我
々
日
本
人
を
温
か
く
迎

え
て
く
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
へ
の
感
謝
の
表
意
と
し
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は

パ
レ
ー
ド
に
１
１
３
の
団
体
・

個
人
、
企
業
が
参
加
し
て
行
進

す
る
（
５
面
の
表
参
照
）。

前夜祭チケット・詳細は
https://www.eventbrite.com/e/
japan-night-reception-concert-

celebrating-japan-parade-
tickets-1258680751009?aff =od
dtdtcreator1258680751009?aff 

=oddtdtcreator

記者会見した左から吉井氏、岡本氏、森大使、佐藤 JAA会長

https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home


（5）　　 ［社　会］ 2025 年（令和 7 年）4 月 26 日（土）

ジャパンパレード
行進参加者・企業・団体・（予定）（４月 16 日現在）

１ 森本正治
２ 佐藤貢司
３ 岡本慎一
４ 進撃の巨人  ザ・ミュージカル
５ 山本彩
６ ハローキティ
７ マイメロディー
８ クロミ
９ 全日本空輸株式会社
10 Bandai Namco Toys & Collectibles America Inc.
11  Hisamitsu America, Inc
12 日本航空
13 伊藤忠インターナショナル
14  KDDI America,Inc
15 丸紅米国会社
16 米国三井物産
17 日本生命保健相互会社
18  Nomura Holdings America Inc.
19 双日日米国会社
20 米州住友商事
21 三井住友信託銀行
22 在ニューヨーク日本国総領事館
23 日本生命保険相互会社
24 野村ホールディングアメリカインク
25 三井住友信託銀行
26 アメリカン仏教スタディーセンター
27  Anime NYC
28 青山学院校友会ニューヨーク支部
29 あおぞらコミュニティ基金
30 阿波踊りニューヨーク
31 美和鼓
32  Brooklyn de Kosodate
33 ブルックリン日本語学園
34 白虎館
35  Coalitiion of Asian Pacifi c Americans(CAPA)
36 鼓舞
37 Edamovement Lab
38 FDNY Phoenix Society
39 森の家 NYC
40 江州音頭チーム
41 Gravis
42 大紐育なぎなた連盟
43 ハーレム・ジャパニーズ・ゴスペル・クワイヤー
44 ハリソン市消防署
45 ハンター大学日本語・日本文化学科
46 いけばなインターナショナル
47 国際空手道連盟 極真会館
48 日米合同教会
49 ニューヨーク日本人美術家協会 
 w/ サライカムーブメントコレクティブ
50 日米ソーシャルサービス
51 Japanese American Veteran Association
52 ニューヨーク育英学園
53 アメリカ日本人医師会
54 日本空手協会ニューヨーク道場
55 ジャザサイズ スカースデール
56 JCC ファンド /ニューヨーク日本商工会議所
 （JCCI）/ 日本クラブ
57 桂三輝
58 慶應義塾ニューヨーク学院
59 剣禅道場
60 紅玉よさこい
61 廣武館剣道 of NY
62 ロングアイランド ジャパニーズカルチャーセンター
63 ニューヨーク市のメイドカフェコラボ
64 明治大学ニューヨーク紫紺会
65 Music for SDGs
66 小倉直也バンド
67 NY 奄美会
68 ニューヨーク武道協会
69 ニューヨーク群馬県人会
70 ニューヨーク石川県人会
71 ニューヨーク日系ライオンズクラブ
72 ニューヨーク剣心会
73 ニューヨークきものアカデミー
74 ニューヨーク京都倶楽部
75 New York Lolitas

　

パ
レ
ー
ド
特
別
ゲ
ス
ト
の
原

作
は
諫
山
創
に
よ
る
『
進
撃
の

巨
人
』
で
、
２
０
０
９
年
か
ら

21
年
ま
で
、「
別
冊
少
年
マ
ガ

ジ
ン
」（
講
談
社
）
で
連
載
さ

れ
、
コ
ミ
ッ
ク
ス
累
計
発
行
部

数
1
億
４
０
０
０
万
部
を
突
破

し
た
大
人
気
漫
画
だ
。
同
作
を

舞
台
化
し
た
「
進
撃
の
巨
人　

ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」（
植
木

豪
演
出
）
は 

23
年
に
日
本
初

演
、
音
楽
・
ダ
ン
ス
・
ア
ク
シ

ョ
ン
を
交
え
た
表
現
や
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
さ
が
大
き
な
話
題
を

呼
ん
だ
。
24
年
10
月
に
は
初
の

海
外
公
演
と
な
る
Ｎ
Ｙ
公
演
を

行
い
、
全
米
各
地
だ
け
で
な
く

世
界
20
か
国
以
上
か
ら
フ
ァ
ン

が
集
結
し
た
。

　

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
に
は
、

舞
台
版
の
キ
ャ
ス
ト
よ
り
、
エ

ル
ヴ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
（
大
野
拓

朗
）、
リ
ヴ
ァ
イ
（
松
田
凌
）、

ハ
ン
ジ
・
ゾ
エ
（
立
道
梨
緒
奈
）

と
4
人
の Blade Attackers

（
下
尾
浩
章
、
橋
渡
竜
馬
、
松

本
ユ
キ
子
、
加
藤
貴
彦
）
を
迎

え
る
。

特
別
ゲ
ス
ト
に
進
撃
の
巨
人

ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　

発
足
１
０
０
日
を
前
に
、
約

２
０
０
本
も
の
大
統
領
令
・
覚

書
・
布
告
で
や
り
た
い
放
題
の

第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
思
わ

ぬ
伏
兵
が
現
れ
ま
し
た
。
議
会

も
異
論
を
挟
め
ず
、
司
法
も
後

手
に
回
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

も
脅
さ
れ
る
中
、
第
五
の
権
力

た
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
頂
点
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
が
、
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
や
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
多
様
性
・
公

正
性
・
包
摂
性
）
教
育
を
放
棄

せ
よ
と
い
う
政
権
の
要
求
を
公

式
に
突
っ
ぱ
ね
た
の
で
す
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
創
設
は
ア

メ
リ
カ
建
国
よ
り
１
４
０
年
も

前
の
１
６
３
６
年
。
８
人
の
ア

メ
リ
カ
大
統
領
を
輩
出
し
、
資

金
力
も
世
界
最
大
級
。
ト
ラ
ン

プ
政
権
は
即
座
に
22
億
ド
ル
の

複
数
年
助
成
金
と
６
０
０
０
万

ド
ル
の
政
府
契
約
を
凍
結
す
る

「
報
復
」
に
出
ま
し
た
が
、
同

大
は
寄
付
金
や
そ
の
運
用
益
で

現
在
５
３
０
億
ド
ル
以
上
の
基

金
を
保
有
し
て
お
り
、
こ
れ
は

世
界
の
下
位
１
０
０
か
国
の
資

金
を
上
回
る
額
で
す
。
な
の
で

短
期
的
に
は
政
権
に
抗
し
得
る

財
政
基
盤
が
あ
る
。
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
や
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
も

学
問
の
独
立
を
め
ぐ
っ
て
ハ
ー

バ
ー
ド
大
支
持
を
表
明
し
ま
し

た
。

　

も
っ
と
も
、
財
政
的
に
弱
い

大
学
は
違
い
ま
す
。
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
や
ミ
シ
ガ
ン
大
は
政
権
の

一
部
要
求
を
受
け
入
れ
た
り
、

他
に
も
全
米
60
も
の
大
学
が
反

Ｄ
Ｅ
Ｉ
要
求
の
対
象
に
な
っ
て

い
て
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
動
揺
は

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
ハ
ー
バ
ー
ド
の
基
金
に

し
て
も
80
％
ほ
ど
は
寄
付
者
に

よ
る
使
途
制
限
が
あ
り
、
凍
結

が
続
け
ば
特
に
連
邦
助
成
金
の

依
存
率
の
高
い
医
療
や
科
学
技

術
の
研
究
に
影
響
が
出
て
き
ま

す
。
そ
れ
は
ひ
い
て
は
ア
メ
リ

カ
と
い
う
国
家
の
衰
退
に
直
結

し
て
政
府
の
失
政
に
も
な
る
と

思
う
の
で
す
が
、
現
政
権
は
大

学
は「
左
翼
エ
リ
ー
ト
」の「
Ｗ

Ｏ
Ｋ
Ｅ
（
意
識
高
い
系
）
思
想
」

に
染
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
分
断

の
元
凶
だ
と
宣
伝
し
て
い
て
、

そ
れ
が
支
持
層
の
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
の

人
た
ち
の
結
束
を
強
め
る
も
の

だ
か
ら
後
戻
り
で
き
な
い
。
だ

か
ら
さ
ら
に
行
政
権
限
を
駆
使

し
て
圧
力
を
強
め
、
留
学
生
の

受
け
入
れ
資
格
や
税
制
優
遇
の

取
り
消
し
さ
え
示
唆
し
て
い
る

の
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
こ
ん
な

こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

　

多
様
性
、
公
正
性
、
包
摂
性

は
実
は
１
９
６
０
年
代
の
ケ
ネ

デ
ィ
時
代
以
降
、
公
民
権
運
動

や
多
文
化
主
義
の
進
歩
主
義
的

価
値
観
と
し
て
ア
メ
リ
カ
社
会

に
根
付
き
ま
し
た
。
黒
人
の
シ

ド
ニ
ー
・
ポ
ワ
チ
エ
が
ハ
リ
ウ

ッ
ド
映
画
で
主
演
し
た
『
招
か

れ
ざ
る
客
』
は
１
９
６
７
年
で

す
し
、
西
部
劇
が
騎
兵
隊
視
点

か
ら
先
住
ア
メ
リ
カ
人
視
点
に

変
わ
っ
た
『
ソ
ル
ジ
ャ
ー
・
ブ

ル
ー
』
や
『
小
さ
な
巨
人
』
も

こ
の
頃
の
映
画
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経

過
し
、「
行
き
過
ぎ
た
政
治
的

正
し
さ
」
が
人
種
や
ジ
ェ
ン
ダ

ー
な
ど
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
尊
重
す

る
あ
ま
り
、「
古
き
良
き
ア
メ

リ
カ
」
の
伝
統
的
価
値
だ
っ
た

個
人
主
義
や
自
由
競
争
原
理
が

蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
保
守
派

に
訴
え
て
い
る
。

　

今
回
の
反
Ｄ
Ｅ
Ｉ
施
策
の

数
々
は
、
ト
ラ
ン
プ
第
一
期
の

見
果
て
ぬ
夢
を
用
意
周
到
に
本

格
再
起
動
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　

布
石
は
第
一
次
政
権
で
始
め

た
大
学
入
試
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ

ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
積
極

的
差
別
是
正
措
置
）
へ
の
攻

撃
で
し
た
。
連
邦
最
高
裁
は

２
０
２
３
年
６
月
、
ト
ラ
ン
プ

の
送
り
込
ん
だ
保
守
派
判
事

の
数
的
優
越
ど
お
り
６
対
３

で
、
入
試
で
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ

ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
憲
法
の

平
等
保
護
条
項
と
公
民
権
法
に

違
反
す
る
と
の
判
断
を
下
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
黒
人
な
ど
社

会
的
弱
者
を
保
護
し
て
き
た
法

が
、
今
度
は
「
逆
差
別
」
と
し

て
白
人
や
男
性
を
保
護
す
る
根

拠
と
し
て
解
釈
可
能
に
な
っ
た

の
で
す
。

　

民
主
政
治
と
は
、
自
分
の
自

由
と
他
人
の
自
由
を
等
価
と

し
、
そ
の
兼
ね
合
い
で
運
営
さ

れ
る
政
治
制
度
で
す
。
多
様
性

と
公
正
性
と
包
摂
性
は
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し

た
。
そ
れ
を
否
定
す
る
大
統
領

令
の
適
格
性
を
め
ぐ
っ
て
、
そ

ろ
そ
ろ
司
法
が
動
き
出
す
こ
ろ

で
す
。
第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
法
的
な
足
場
が
ガ
タ
つ
き
始

め
る
か
ど
う
か
。
あ
と
２
か
月

ほ
ど
で
ア
メ
リ
カ
の
運
命
の
分

岐
点
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

（
武
藤
芳
治
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

ト
ラ
ン
プ
vs
ハ
ー
バ
ー
ド

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
主

催
、
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事

館
、
邦
人
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
米
国
日
本
人
医
師
会
の

後
援
で
行
わ
れ
る
春
の
ヘ
ル
ス

フ
ェ
ア
に
て
、５
月
１
日
（
木
）

午
後
３
時
か
ら
４
時
ま
で
、
健

康
保
険
に
つ
い
て
学
ぶ
Ｎ
Ｙ
州

公
的
医
療
保
険（
オ
バ
マ
ケ
ア
）

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
る
。

　

講
師
は
日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ

ー
ビ
ス
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
の
シ

ニ
ア
・
ヘ
ル
ス
・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

ー
吉
田
洋
子
氏
。
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
人
、
加
入
中

の
健
康
保
険
の
保
険
料
が
高
額

で
も
う
少
し
低
額
の
保
険
を
探

し
た
い
人
な
ど
、
Ｎ
Ｙ
州
健
康

保
険
局
が
提
供
す
る
公
的
健
康

保
険
の
制
度
に
つ
い
て
解
説
す

る
。
対
象
は
Ｎ
Ｙ
在
住
で
メ
デ

ィ
ケ
ア
資
格
の
な
い
65
歳
未

満
の
人
。
申
し
込
み
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ
メ
ー
ル info@jaany.org

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
事
務
局
ま
で
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

公
的
医
療
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
５
月
１
日
に

　

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
の
前
夜

祭
と
し
て 

5 

月 

9 

日
（
金
）

午
後
５
時
30
分
か
ら
、
エ
ジ
ソ

ン
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
（
西
47
丁
目

２
４
０
番
地
）
に
て
「
ジ
ャ
パ

ン
ナ
イ
ト
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
＆

コ
ン
サ
ー
ト
・
セ
レ
ブ
レ
ー
シ

ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
」

を
開
催
す
る
。
日
本
酒
試
飲
会

と
和
風
オ
ー
ド
ブ
ル
が
楽
し
め

3
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

90
分
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
る
。
出
演
者
は
「
進
撃
の
巨

人
」
の
キ
ャ
ス
ト
、
琴
・
三
味

線
演
奏
家
の
石
榑
雅
代
、
Ｎ
Ｍ

Ｂ
48
の
元
キ
ャ
プ
テ
ン
で
現
在

は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
山
本
彩
。
入

場
料
は
75
ド
ル
〜
１
２
５
ド
ル

（
４
面
に
入
場
券
サ
イ
ト
）。

76 New York Mets
77 ニューヨーク長崎県人会
78 紐育太鼓愛好会
79 ニューヨーク富山県人会
80 ニューヨーク大学東アジア研究日本語プログラム
81 ニューヨーク和歌山県人会
82 ニューヨーク /ニュージャージー 弓道会
83 NYC Area Judo Community
84 NYC 日本ファッション
85 ニューヨークオタククワイヤ
86 ハリヤマバレエ
87 ニューヨークでボランティア
88 NY 広島会＆NY愛知県人会
89 ニューヨーク宮崎県人会
90 NYPD カラーガード
91 NYPD マーチングバンド
92 ニューヨーク沖縄県人会
93 パッセイックカウンティー日本語クラス
94 レインボージャパン
95 伊藤さちよ舞踊団
96 寒川神社
97 SeiTomoko Hair Group
98 studio NAO style & Mayumi Kuki
99 僧太鼓
100 太鼓マサラ道場
101 ニューヨーク日系人会
102 ニューヨーク日本民俗舞踊研究所
103 国際交流基金ニューヨーク日本文化センター
104 ニューヨーク日本人学校
105 ニュージャージー日本人学校
106 東京ブロンクス ACG
107 東京ーフロストバレー YMCAパートナーシップ
108 トリプルディダンス  アンリミテッド
109 米日カウンシル
110 早稲田大学ニューヨーク稲門会
111 世界誠道空手道連盟  誠道塾
112 よさこいダンスプロジェクト天手古舞 /華鎖波
113   Young People’s Chorus of New York City



　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ)

が
主
催
す
る
第
17

回
春
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で
、
Ｎ

Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
企
画
す
る
大
人
の
教
養
シ

リ
ー
ズ
第
９
弾
が
21
日
（
月
）

か
ら
５
月
１
日
（
木
）
ま
で

YouTube

で
無
料
公
開
さ
れ

て
い
る
。
日
本
で
活
躍
す
る
４

人
の
有
名
講
師
陣
が
各
30
分
の

担
当
時
間
で
連
続
し
て
セ
ミ
ナ

ー
を
配
信
。
講
師
は
フ
ァ
ー
ス

ト
ブ
ラ
ン
ド
（
本
社
大
阪
市
、

河
本
扶
美
子
社
長
）
が
運
営
す

る
マ
イ
ベ
ス
ト
プ
ロ
の
登
録
メ

ン
バ
ー
が
担
当
す
る
。
期
間
限

定
で
日
本
の
事
情
や
生
活
を
豊

か
に
す
る
情
報
を
提
供
す
る
企

画
と
し
て
毎
回
人
気
の
講
座

だ
。
今
年
は
、
４
人
の
講
師
が

担
当
す
る
。
今
週
号
で
常
連
の

山
口
里
美
さ
ん
（
一
般
社
団
法

人 

日
本
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ

ー
ト
協
会
代
表
理
事
）
が
「
あ

な
た
の
実
家
は
大
丈
夫
？
」
と

題
し
、
今
か
ら
で
き
る
空
き
家

対
策
を
解
説
す
る
。

【
講
演
要
旨
次
の
通
り
】　

　

も
し
実
家
が
空
き
家
に
な
っ

て
し
ま
う
と
街
並
み
の
景
観
の

悪
化
や
治
安
の
悪
化
な
ど
住
宅

地
全
体
が
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に

な
る
。
不
動
産
整
理
は
早
め
に

考
え
て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
。

誰
が
相
続
す
る
の
か
、
リ
フ
ォ

ー
ム
し
て
住
み
続
け
る
の
か
、

対
策
に
は
不
動
産
価
値
を
査
定

し
て
早
め
に
把
握
し
て
お
く
こ

と
。
大
切
な
の
は
家
族
で
考
え

る
こ
と
。

　

親
世
代
が
考
え
る
こ
と
。
認

知
症
で
判
断
能
力
を
失
っ
て
し

ま
う
と
不
動
産
を
自
由
に
処
分

で
き
な
く
な
る
の
で
対
策
の
た

2025 年（令和 7 年）4 月 26 日（土） ［総　合］　　（6  ）

　
「
英
語
の
発
音
は
12
歳
ま
で

に
習
わ
な
い
と
手
遅
れ
」
―
―

そ
ん
な
説
を
信
じ
て
、
あ
き
ら

め
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

確
か
に
、
子
ど
も
は
音
を
自

然
に
ま
ね
る
の
が
得
意
で
す
。

で
も
そ
れ
は
、
客
観
性
が
ま
だ

育
っ
て
お
ら
ず
、
他
人
の
表
情

や
口
の
動
き
を
無
意
識
に
ま
ね

で
き
る
か
ら
で
す
。

　

大
人
に
は
大
人
の
や
り
方
が

あ
り
ま
す
。
英
語
の
表
情
を
意

識
し
て
再
現
す
る
こ
と
で
、
発

「
12
歳
が
臨
界
期
」
は
大
嘘

音
は
い
つ
か
ら
で
も
変
え
ら
れ

ま
す
。鍵
は
、“

筋
肉
の
ゆ
る
み”

に
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
日
本
語
を
話
す
と

き
、
表
情
筋
・
咀
嚼
筋
・
舌
の

筋
肉
が
日
本
語
に
最
適
化
さ
れ

た
形
で
無
意
識
に
連
動
し
て
動

46

い
て
い
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
メ
ソ

ッ
ド
で
は
、
こ
れ
を
「
日
本
語

連
動
筋
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
ク
セ
を
無
理
に
矯
正
す

る
の
で
は
な
く
、
皮
膚
を
や
さ

し
く
す
べ
ら
せ
て
筋
膜
を
ず
ら

す
こ
と
で
、筋
肉
を
ゆ
る
め
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
ま
る
で
赤
ち
ゃ

ん
の
よ
う
に
自
由
で
素
直
な
筋

肉
状
態
が
生
ま
れ
、
英
語
の
音

を
自
然
に
受
け
入
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

発
音
は
鍛
え
る
も
の
で
は
な

く
、
解
放
す
る
も
の
。
年
齢
に

関
係
な
く
、
筋
肉
は
変
わ
れ
ま

す
。
力
ま
ず
、
ゆ
る
め
て
、
今

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com
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日
本
の
実
家
、
空
き
家
対
策
を

山
口
里
美
さ
ん
解
説

め
の
成
年
後
見
制
度
と
し
て
法

定
後
見
制
度
と
任
意
後
見
制
度

を
利
用
で
き
る
。
不
動
産
を
所

有
し
て
い
る
親
が
元
気
な
う
ち

に
子
供
と
任
意
後
見
契
約
を
結

ぶ
こ
と
で
、
不
動
産
を
貸
し
た

り
売
却
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
制
度
と

し
て
特
定
の
財
産
を
子
供
に
託

す
こ
と
が
で
き
る
民
事
信
託
が

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
子
供
が
自

由
に
不
動
産
を
修
繕
、
売
却
、

建
て
替
え
、
賃
貸
借
契
約
、
管

理
委
託
契
約
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
不
動
産
や
財
産
を
渡
す
こ

と
を
決
め
る
に
は
遺
言
書
が
大

切
。遺
言
書
は
遺
書
で
は
な
く
、

意
思
を
し
っ
か
り
反
映
す
る
た

め
の
権
利
。
間
違
い
や
不
備
を

な
く
す
た
め
、
公
正
証
書
遺
言

を
。

　

遺
言
書
が
特
に
必
要
と
さ
れ

る
人
は
＝
再
婚
し
て
前
妻
（
前

夫
）
と
の
間
に
子
供
が
い
る
、

結
婚
し
て
い
る
が
子
供
が
い
な

い
夫
婦
、
特
定
の
子
に
多
く
の

財
産
を
相
続
さ
せ
た
い
場
合
な

ど
。

　

相
続
登
記
が
済
ん
で
い
る
か

の
確
認

　

次
の
ひ
と
つ
で
も
あ
て
は
ま

れ
ば
、
司
法
書
士
へ
の
相
談
を

奨
励
。（
１
）
相
続
登
記
を
放

置
し
続
け
て
い
る
（
２
）
山
林
・

農
地
を
受
け
継
い
だ
が
何
も
し

て
い
な
い
（
３
）
役
所
か
ら
亡

き
祖
父
の
固
定
資
産
税
納
付
通

知
書
が
届
い
た
場
合
。

　

２
０
２
４
年
４
月
１
日
か
ら

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
た
。

相
続
に
よ
る
不
動
産
取
得
を
知

っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続

登
記
を
し
な
い
と
10
万
円
以
下

の
過
料
の
対
象
に
な
る
。
不
動

産
所
有
者
の
名
称
、
住
所
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
変

更
か
ら
２
年
以
内
に
変
更
の
登

記
申
請
を
し
な
い
と
５
万
円
以

下
の
過
料
の
対
象
に
な
る
。

　

大
切
な
実
家
を
空
き
家
に
し

な
い
た
め
に
は
、
人
に
売
る
か

人
に
貸
す
か
の
選
択
と
な
る
。

親
の
死
後
に
相
続
人
が
親
の
家

を
相
続
す
る
場
合
は
空
き
家
と

な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
将
来
の

売
却
、
賃
貸
に
備
え
て
リ
フ
ォ

ー
ム
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
重
要

だ
が
費
用
が
か
か
る
の
で
早
め

の
対
策
が
必
要
だ
。

▽
本
講
座
は
無
料
だ
が
視

聴
す
る
に
は
登
録
が
必
要

で
、
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル

でinfo@
jaany.org

ま

で
。
申
し
込
み
者
に
視
聴
Ｕ

Ｒ
Ｌ
の
ア
ド
レ
ス
を
通
知
す

る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
。

倹
約
を
旨
と
す
る

必
要
な
と
き
に

必
要
な
だ
け
購
入
す
る

　

私
た
ち
は
余
裕
が
で
き
る
と
、

つ
い
つ
い
「
こ
れ
く
ら
い
は
い

い
だ
ろ
う
」
と
か
、「
何
も
こ
こ

　

物
品
や
原
材
料
を
購
入
す
る

場
合
、
大
量
に
買
え
ば
単
価
が

下
が
る
か
ら
と
い
っ
て
、
安
易

ま
で
ケ
チ
ケ
チ
し
な
く
て
も
」

と
い
う
よ
う
に
、
経
費
に
対
す

る
感
覚
が
甘
く
な
り
が
ち
で
す
。

に
必
要
以
上
の
も
の
を
買
う
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

余
分
に
買
う
こ
と
は
無
駄
遣

34

そ
う
な
る
と
、
各
部
署
で
無
駄

な
経
費
が
ふ
く
ら
み
、
会
社
全

体
で
は
大
き
く
利
益
を
損
な
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
ひ
と
た
び
こ
の
よ
う

な
甘
い
感
覚
が
身
に
つ
い
て
し

ま
う
と
、
状
況
が
厳
し
く
な
っ

た
と
き
に
、
あ
ら
た
め
て
経
費

を
締
め
な
お
そ
う
と
し
て
も
、

な
か
な
か
元
に
戻
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
私
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
れ
、

常
に
倹
約
を
心
が
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

出
て
い
く
経
費
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
で

き
る
最
も
身
近
な
経
営
参
加
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。

い
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
た
と

え
一
時
的
に
大
量
に
安
く
購
入

で
き
た
と
し
て
も
、
こ
れ
に
よ

っ
て
在
庫
を
保
管
す
る
た
め
の

倉
庫
が
必
要
と
な
っ
た
り
、
在

庫
金
利
が
発
生
し
た
り
と
い
っ

た
余
分
な
経
費
が
か
か
っ
て
き

ま
す
し
、
さ
ら
に
は
製
品
の
仕

様
変
更
な
ど
の
理
由
で
、
ま
っ

た
く
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う

危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

や
は
り
メ
ー
カ
ー
は
メ
ー
カ

ー
に
徹
し
、
も
の
づ
く
り
そ
の

も
の
で
利
益
を
上
げ
る
と
い
う

こ
と
に
専
念
す
べ
き
で
す
。
必

要
な
時
に
必
要
な
だ
け
購
入
す

る
と
い
う
考
え
方
が
大
切
で

す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク
 www.seishinjukuny.org

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://www.hondag.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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年
金
相
談
室

将
来
の
日
本
の
年
金
受
給
へ
の
備
え
（
２
）

海外年金相談センター
市川俊治

http://nenkinichikawa.org
質問は

E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com

　

年
金
は
働
い
て
い
る
現
役
の

方
々
に
と
り
ま
だ
先
の
こ
と
と

捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
。
で
も
退

職
後
の
安
定
し
た
生
活
を
保
障

す
る
の
は
何
と
言
っ
て
も
「
年

金
」
で
す
。
老
後
の
マ
ネ
ー
プ

ラ
ン
を
考
え
る
と
き
、
年
金
額

を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。　

　

さ
て
日
本
の
年
金
受
給
者

に
と
り
吉
報
と
し
て
①
米
国

年
金
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
老
齢
基
礎
年

金
（
国
民
年
金
）
へ
の
誤
適
用

の
是
正
が
決
定
さ
れ
た
こ
と

（
２
０
２
２
年
８
月
発
表
）
②

そ
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
制
度
自
体
が
24
年

１
月
以
降
廃
止
と
な
っ
た
こ
と

は
す
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
こ
の
２
つ
の
情
報
に
つ
い

て
在
米
日
本
大
使
館
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
分
か
り
易
く
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
一

読
く
だ
さ
い
。https://www.

us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/
wep_haishi.html

　

な
お
現
在
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
こ
れ
ま

で
の
誤
適
用
（
①
）
に
対
す
る

年
金
額
の
還
付
作
業
が
継
続
中

で
す
。
今
回
の
改
定
（
②
）
と

は
別
の
還
付
作
業
で
す
。
②
の

減
額
分
の
支
払
い
３
月
末
（
25

年
３
月
31
日
）
ま
で
に
１
回
払

い
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
①

の
還
付
を
う
け
て
い
な
い
方
は

引
き
続
き
還
付
請
求
を
続
け
て

く
だ
さ
い
。
先
日
も
誤
適
用
に

対
し
て
３
年
前
に
ク
レ
ー
ム
レ

タ
ー
を
提
出
さ
れ
て
い
た
方
か

ら
誤
適
用
が
や
っ
と
是
正
さ
れ

年
金
月
額
が
４
万
円
増
加
し
過

去
に
遡
っ
て
是
正
金
額
が
一
時

金
で
振
り
込
ま
れ
た
と
の
吉
報

を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
訪
問
し

た
赤
澤
亮
正
経
済
再
生
担
当
大

臣
は
16
日
夕
、
ス
コ
ッ
ト
・
ベ

ッ
セ
ン
ト
米
国
財
務
長
官
、
ハ

ワ
ー
ド
・
ラ
ト
ニ
ッ
ク
米
商
務

長
官
及
び
ジ
ェ
イ
ミ
ソ
ン
・
グ

リ
ア
米
国
通
商
代
表
と
の
間

で
、
米
国
の
関
税
措
置
に
関
す

る
日
米
協
議
を
行
っ
た
。

　

赤
澤
大
臣
は
米
国
の
関
税
措

置
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
と
述

べ
、
我
が
国
の
産
業
や
日
米
両

国
に
お
け
る
投
資
・
雇
用
の
拡

大
に
与
え
る
影
響
等
に
つ
い

て
、
我
が
国
の
考
え
を
説
明
し

た
上
で
、
米
国
に
よ
る
一
連
の

関
税
措
置
の
見
直
し
を
強
く
申

し
入
れ
た
。

　

今
般
の
協
議
の
結
果
、
日
米

間
で
次
の
点
に
つ
い
て
一
致
し

た
。
①
双
方
が
率
直
か
つ
建
設

的
な
姿
勢
で
協
議
に
臨
み
、
可

能
な
限
り
早
期
に
合
意
し
首
脳

間
で
発
表
で
き
る
よ
う
目
指
す

こ
と
。
②
次
回
の
協
議
を
今
月

中
に
実
施
す
べ
く
日
程
調
整
す

る
こ
と
。
③
閣
僚
レ
ベ
ル
に
加

え
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
協
議
も

継
続
す
る
こ
と
。
加
藤
財
務
大

臣
が
来
米
す
る
。

国
の
関
税
措
置
に
関
す
る
日
米
協
議

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
訪
問
し

た
赤
澤
亮
正
経
済
再
生
担
当
大

臣
は
16
日
夕
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
米
国
大
統
領
を
表
敬
訪

問
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
か

ら
は
、
日
本
と
の
協
議
が
最
優

先
で
あ
る
と
の
発
言
が
あ
り
、

双
方
は
赤
澤
大
臣
と
ベ
ッ
セ
ン

ト
財
務
長
官
等
の
担
当
閣
僚
と

の
間
で
率
直
か
つ
建
設
的
な
協

議
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

赤
澤
経
済
再
生
担
当
大
臣

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
表
敬
訪
問

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
訪
問
し

た
赤
澤
亮
正
経
済
再
生
担
当
大

臣
は
16
日
午
後
、
在
米
国
日
系

企
業
関
係
者
と
面
会
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
赤
澤
大
臣
は
、

一
連
の
米
国
の
関
税
措
置
に
関

し
て
日
系
企
業
が
直
面
し
て
い

る
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
。

赤
澤
大
臣
が
日
系

企
業
関
係
者
と
面
会

　

こ
れ
か
ら
毎
月
１
回
の
連
載

で
、
米
国
在
住
の
読
者
の
皆
様

を
対
象
と
し
た
「
リ
タ
イ
ア
メ

ン
ト
・
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
コ

ラ
ム
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

何
故
私
が
こ
の
「
リ
タ
イ
ア

メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
」
の
記
事
を

書
く
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
ま

ず
私
自
身
が
昨
年
リ
タ
イ
ア
し

た
こ
と
と
大
き
く
関
わ
り
が
あ

り
ま
す
。
銀
行
勤
務
の
50
年
の

ほ
と
ん
ど
が
一
般
の
窓
口
業
務

で
顧
客
と
関
わ
り
、
最
後
の
10

年
ほ
ど
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
Ｎ

Ｙ
の
大
手
金
融
機
関
で
特
に
個

人
向
け
資
産
運
用
の
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。
特
に
リ
タ
イ
ア

メ
ン
ト
に
近
い
、
ま
た
は
リ
タ

イ
ア
メ
ン
ト
さ
れ
た
方
々
の
資

産
運
用
プ
ラ
ン
を
担
当
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
そ
の
経
験
な
ど

が
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
の
準
備
の

前
に
い
く
つ
か
整
理
し
ま
す
。

（
１
）
目
的
は
何
か
＝
リ
タ
イ

ア
し
て
そ
の
あ
と
は
ど
う
す
る

の
か
？
い
ま
ま
で
仕
事
し
て
き

た
の
は
お
金
を
稼
ぐ
た
め
だ
け

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

リ

タ
イ
ア
後
の
生
き
が
い
は
何
か

を
今
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

（
２
）
家
族
ま
た
周
り
の
友
人

な
ど
の
存
在
＝
仕
事
を
し
て
い

た
頃
は
会
社
ま
た
自
分
中
心
の

生
活
で
す
が
、
リ
タ
イ
ア
し
た

後
は
会
社
の
人
に
会
う
事
も
ほ

と
ん
ど
な
く
、
家
族
と
24
時
間

過
ご
す
事
に
な
り
ま
す
。
特
に

リ
タ
イ
ア
後
は
夫
婦
の
重
要
さ

を
感
じ
ま
す
。
1
人
暮
ら
し
の

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
ほ
ど
辛
い
も

の
は
な
い
と
聞
き
ま
す
。
社
会

と
の
接
点
、
人
の
絆
が
大
切
。

（
３
）
健
康
＝
リ
タ
イ
ア
し
て

自
分
の
好
き
な
事
、
趣
味
や
旅

行
な
ど
を
し
た
く
て
も
健
康
で

な
く
て
は
そ
れ
は
か
な
い
ま
せ

ん
。
健
康
上
の
理
由
で
リ
タ
イ

ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

な
ら
ば
こ
ん
な
に
辛
い
も
の
は

な
い
で
す
よ
ね
。
私
の
父
は
酒

と
た
ば
こ
が
好
き
で
肝
臓
の
病

気
で
早
々
と
リ
タ
イ
ア
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

（
４
）
お
金
＝
よ
く
い
く
ら
あ

れ
ば
リ
タ
イ
ア
出
来
る
の
で
す

か
？
と
聞
か
れ
ま
し
た
が
毎

回
「It depends on you

」
と

い
う
返
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
人
生
観
に
も
関
わ
る
問

題
。
で
も
リ
タ
イ
ア
す
る
た
め

に
は
、
ま
た
安
心
し
た
自
由
な

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
生
活
を
し
て

い
く
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
お

金
が
必
要
で
す
。
最
近
は
リ
タ

イ
ア
さ
れ
た
人
た
ち
が
住
居
を

シ
ェ
ア
し
て
住
む
「
レ
ン
タ
ル

シ
ェ
ア
」
が
米
国
で
増
え
て
き

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
に
対
す
る
十

分
な
準
備
が
足
ら
な
い
結
果
と

も
言
え
ま
す
。
私
た
ち
は
子
供

や
政
府
、
他
人
に
頼
る
リ
タ
イ

ア
生
活
は
避
け
て
、
安
心
し
て

自
立
し
て
い
け
る
リ
タ
イ
ア
メ

ン
ト
の
準
備
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

（
１
）
自
立
し
た
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
に
向
け
て

　

な
か
お
・
け
ん
じ
＝
カ
ン
サ

ス
州
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
大
卒
。
セ

ン
ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
大
学
大
学
院

修
士
過
程
修
了
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
。

東
京
銀
行
信
託
会
社
Ｎ
Ｙ
に

１
９
７
４
年
か
ら
94
年
ま
で
、

最
後
は
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
支

店
長
、
そ
の
後
大
和
銀
行
信
託

会
社
Ｎ
Ｙ
に
2
年
、
大
和
銀
行

Ｎ
Ｙ
の
閉
鎖
の
後
、
シ
テ
ィ

バ
ン
ク
五
番
街
支
店
に
入
社
、

２
０
２
４
年
に
引
退
。
そ
れ
ぞ

れ
の
金
融
機
関
で
、
主
に
日
系

企
業
ま
た
個
人
に
対
し
て
一
般

銀
行
業
務
の
支
援
、
引
退
す
る

前
の
10
年
は
個
人
特
に
日
系
人

の
資
産
運
用
を
手
伝
う
。

　

ボ
デ
ガ
と
呼
ば
れ
る
酒
・
食

料
品
店
を
支
援
す
る
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
・
ボ
デ
ガ
ス
・
オ
ブ
・
ア

メ
リ
カ
（
Ｕ
Ｂ
Ａ
、
本
部
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
）
の
役
員
ら
が
18

日
、
最
近
立
て
続
け
に
起
き
た

ボ
デ
ガ
店
内
で
の
殺
傷
事
件
を

受
け
て
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
区
イ
ン

ウ
ッ
ド
に
あ
る
ア
ミ
ー
ル
・
デ

リ
に
集
ま
り
、
す
べ
て
の
ボ
デ

ガ
に
パ
ニ
ッ
ク
ボ
タ
ン
（
非
常

ボ
タ
ン
）
の
設
置
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
警
の
巡
回
を
増
や
す
よ

う
求
め
た
。
ボ
デ
ガ
は
ス
ペ
イ

ン
語
で
酒
蔵
、
ワ
イ
ン
貯
蔵
庫

な
ど
を
意
味
す
る
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
な
ど
で
は
個
人
経
営

の
小
規
模
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
（
酒
・
食
料
品
店
）
を

指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。
20
世
紀
半
ば
に
プ
エ
ル
ト

リ
コ
系
が
始
め
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
系
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、

現
在
は
オ
ー
ナ
ー
の
半
数
ほ
ど

を
イ
エ
メ
ン
系
が
占
め
て
い
る

と
さ
れ
る
。

　

ア
ミ
ー
ル
・
デ
リ
で
は
４
月

16
日
の
夕
方
に
喧
嘩
で
男
性
１

人
が
ナ
イ
フ
で
刺
さ
れ
死
亡
、

２
人
が
入
院
す
る
と
い
う
事
件

が
起
き
た
。こ
の
約
１
時
間
後
、

今
度
は
ブ
ロ
ン
ク
ス
区
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
ブ
リ
ッ
ジ
に
あ
る
ボ
デ

ガ
で
も
男
性
一
人
が
刺
殺
さ
れ

る
事
件
が
発
生
し
た
。
両
店
と

も
パ
ニ
ッ
ク
ボ
タ
ン
は
設
置
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

パ
ニ
ッ
ク
ボ
タ
ン
は
市
警
の

中
央
指
令
セ
ン
タ
ー
に
直
接
接

続
さ
れ
、
９
１
１
の
通
報
員
を

介
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
か
ら

応
答
時
間
を
短
縮
で
き
る
と
さ

れ
、
Ｕ
Ｂ
Ａ
の
広
報
担
当
者
フ

ェ
ル
ナ
ン
ド
・
マ
テ
オ
氏
は「
パ

ニ
ッ
ク
ボ
タ
ン
が
あ
れ
ば
命
が

救
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と

話
し
た
。

　

Ｕ
Ｂ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
も
パ
ニ

ッ
ク
ボ
タ
ン
設
置
を
訴
え
て
き

た
。
昨
年
６
月
、
公
共
安
全
Ｉ

Ｔ
会
社
セ
イ
フ
ァ
ー
・
ウ
ォ
ッ

チ
と
提
携
し
試
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、
犯
罪
多
発
地
域
に
あ

る
50
店
に
パ
ニ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を

設
置
。
マ
テ
オ
氏
は
「
効
果
は

出
て
い
る
が
、
こ
の
街
に
は

２
万
５
千
か
ら
３
万
軒
の
ボ
デ

ガ
が
あ
り
、
こ
れ
は
一
握
り
に

過
ぎ
な
い
。
警
察
と
の
連
携
も

不
十
分
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ア
ダ
ム

ス
市
長
は
パ
ニ
ッ
ク
ボ
タ
ン
導

入
を
支
持
し
て
い
る
が
、
州
や

市
の
当
局
者
が
約
束
を
果
た
し

て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。

ホ
ウ
ク
ル
州
知
事
は
窃
盗
対
策

を
支
援
す
る
た
め
に
ボ
デ
ガ
に

総
額
５
０
０
万
ド
ル
の
税
額
控

除
を
認
め
る
と
し
、
ま
た
オ
ズ

ワ
ル
ド
・
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
市
議

（
ブ
ロ
ン
ク
ス
15
区
選
出
）
は

パ
ニ
ッ
ク
ボ
タ
ン
設
置
に
数

百
万
ド
ル
を
調
達
す
る
と
表
明

し
た
が
実
現
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
現
在
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ル

バ
レ
ス
州
議
会
議
員
（
ブ
ロ
ン

ク
ス
78
区
選
出
）
が
、
パ
ニ
ッ

ク
ボ
タ
ン
設
置
を
ボ
デ
ガ
に
義

務
付
け
る
法
案
を
ア
ル
バ
ニ
ー

で
提
出
し
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｂ
Ａ
の
ラ
ダ
メ
ス
・
ロ
ド

リ
ゲ
ス
会
長
は
「
減
税
と
い
う

方
法
で
は
な
く
、
必
要
な
の
は

現
金
。
命
を
救
う
た
め
に
予
算

が
必
要
な
の
だ
」
と
語
っ
て
い

る
。

酒
類
販
売
店
で
殺
傷
事
件
続
く

業
界
団
体
Ｕ
Ｂ
Ａ
が
防
犯
対
策

Ｎ
Ｙ
店
内
に
警
察
通
報
非
常
ボ
タ
ン

　

外
務
省
に
よ
る
と
18
日
、
午

後
５
時
45
分
か
ら
約
25
分
間
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ラ
ス
次
期
駐
日

米
国
大
使
が
船
越
健
裕
外
務
事

務
次
官
を
表
敬
し
、
信
任
状
の

写
し
を
提
出
す
る
と
と
も
に
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

船
越
次
官
か
ら
、
幅
広
い
経

験
を
持
ち
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

信
頼
が
篤
い
グ
ラ
ス
次
期
大
使

の
着
任
を
歓
迎
し
、
と
も
に
日

米
同
盟
を
新
た
な
高
み
に
引
き

上
げ
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

グ
ラ
ス
次
期
駐
日
米
国
大
使
か

ら
は
、
日
米
同
盟
を
今
後
更
に

強
化
す
る
と
と
も
に
、
日
米
が

直
面
す
る
諸
課
題
に
緊
密
に
連

携
し
て
取
り
組
み
た
い
と
述
べ

た
。
両
者
は
、
米
国
の
関
税
措

置
を
含
む
現
下
の
日
米
関
係
や

地
域
情
勢
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
、
日
米
関
係
の
更
な
る
強
化

の
た
め
緊
密
に
連
携
し
て
い
く

こ
と
で
一
致
し
た
。
ま
た
、
両

者
は
、
同
盟
の
抑
止
力
・
対
処

力
強
化
に
向
け
た
日
米
間
の
安

全
保
障
・
防
衛
協
力
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

次
期
駐
日
米
国
大
使

外
務
省
を
表
敬
訪
問

https://michaeldunnlaw.com
http://kkobo.com/
https://hls-global.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
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東
京
を
拠
点
に
活
動
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
宍
倉
龍
太
が
、

５
月
に
２
つ
の
展
示
会
に
参
加

す
る
。

　

５
月
７
日
（
水
）
か
ら
11
日

（
日
）
ま
で
は
、
ワ
ー
ル
ド
ト

レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
（
グ
リ
ニ
ッ

ジ
通
り
１
８
５
番
地
ス
イ
ー
ト

Ｌ
Ｌ
４
４
１
０
、
Ｃ
２
階
）
に

て
、
フ
リ
ー
ズ
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
ア
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
の

Perseus Gallery

展
に
参
加
。

開
廊
時
間
は
午
前
11
時
か
ら
６

時
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
は
８
日
（
木
）
午
後
６
時

か
ら
８
時
。

　

５
月
９
日
（
金
）
か
ら

６
月
７
日
（
土
）
ま
で
は
、

GALERIA AZUR

（
バ
ワ
リ
ー

通
り
１
５
７
番
地
２
Ｂ
）に
て
、

「ACT2

」
と
題
し
た
展
覧
会
に

参
加
す
る
。
開
廊
時
間
は
水
〜

金
曜
が
午
後
１
時
か
ら
５
時
、

土
曜
が
午
後
４
時
ま
で
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
９

日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
８
時
。

　

宍
倉
は
１
９
９
５
年
、
神
奈

川
生
ま
れ
。
２
年
間
、
甲
冑
職

人
の
も
と
で
修
行
し
、
そ
の
技

術
を
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
に
取
り

入
れ
、
日
本
の
伝
統
的
な
漆
を

使
用
し
作
品
を
制
作
し
て
い

る
。
展
示
会
に
は
異
な
る
侍
の

兜
を
展
示
ま
た
漆
を
用
い
た
作

品
を
展
示
す
る
。

宍
倉
龍
太
Ｎ
Ｙ
展

侍
の
兜
を
製
作

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
木
川
貴

幸
が
５
月
17
日
（
土
）
午
後
７

時
か
ら
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
、
ノ
ー
ス
セ
イ
ラ
ム
の
ハ

モ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
ス
ト
ロ
ー
ル
ガ
ー

デ

ン
（28 Deveau Road 

North Salem

）
に
て
ソ
ロ
リ

サ
イ
タ
ル
を
行
う
。
木
川
は
同

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
定
期
的
に
招

聘
さ
れ
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

好
評
を
得
て
い
る
。
今
回
は

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ

タ
第
17
番
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」、

シ
ョ
パ
ン
の
バ
ラ
ー
ド
第
１
番

ト
短
調
、
リ
ス
ト
の
超
絶
技

巧
練
習
曲
第
11
番
「
夕
べ
の

調
べ
」、
ラ
ヴ
ェ
ル
の
「
亡
き

王
女
の
た
め
の
パ
ヴ
ァ
ー
ヌ
」、

「
水
の
戯
れ
」、
バ
ッ
ハ
／
ブ

ゾ
ー
ニ
「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」
な
ど

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
名
曲
を

演
奏
す
る
。
入
場
料
は
25
ド
ル

63
セ
ン
ト
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://

www.hammondmuseum.
org/event-details/taka-
kigawa-concert 

を
参
照
す

る
。

木
川
貴
幸
リ
サ
イ
タ
ル

ハ
モ
ン
ド
美
術
館
で
５
月
17
日

　

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
と
い
う
種
類

の
ジ
ャ
ズ
が
あ
る
。
そ
の
名
が

示
す
通
り
、
大
人
数
の
編
成
の

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
演
奏
だ
が
、

筆
者
に
と
っ
て
積
極
的
に
ラ
イ

ブ
へ
出
か
け
る
ジ
ャ
ン
ル
で
は

な
か
っ
た
。
モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ

以
前
の
１
９
３
０
、
40
年
代
に

流
行
し
た
音
楽
で
、
自
分
の
親

の
世
代
が
好
ん
だ
も
の
と
い
っ

た
印
象
が
あ
っ
た
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ジ
ャ
ズ
・

ク
ラ
ブ
、
ジ
ャ
ズ
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
そ
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
ラ

イ
ブ
が
あ
る
と
知
り
訪
ね
た
の

は
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
ロ
イ
・

ハ
ー
グ
ロ
ー
ブ
の
名
を
冠
し
た

バ
ン
ド
（Roy Hargrove Big 

Band

）
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

１
９
９
０
年
代
、
若
手
ジ
ャ

ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
の

中
で
ハ
ー
グ
ロ
ー
ブ
は
異
彩
を

放
っ
て
い
た
。
甘
美
な
音
色
の

バ
ラ
ー
ド
に
は
定
評
が
あ
り
、

フ
ァ
ン
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で

も
実
力
を
発
揮
し
、エ
リ
ッ
ク
・

バ
ド
ゥ
や
デ
ィ
ア
ン
ジ
ェ
ロ
と

Ｒ
＆
Ｂ
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
と

共
演
し
、
今
や
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
な
っ
た<Strasbourg/

St.Denis>

と
い
う
自
作
曲
も

あ
っ
た
。

　

だ
が
２
０
１
８
年
、
ハ
ー
グ

ロ
ー
ブ
は
49
歳
の
若
さ
で
他

界
。
彼
の
音
楽
を
愛
聴
し
、
ス

テ
ー
ジ
を
何
度
も
見
た
こ
ち
ら

と
し
て
は
、
同
バ
ン
ド
が
継
承

す
る
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
音
楽
的

遺
産
を
確
か
め
た
く
な
り
、
今

回
ラ
イ
ブ
に
足
を
運
ん
だ
。

　

総
勢
16
人
が
上
が
っ
た
ス
テ

ー
ジ
で
演
奏
が
始
ま
る
と
、
八

面
六
臂
で
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ハ
ー
グ
ロ
ー

ブ
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

バ
ラ
ー
ド
か
ら
デ
ィ
キ
シ
ー
、

ラ
テ
ン
、
さ
ら
に
は
ア
フ
リ
カ

ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ン

ル
を
横
断
す
る
サ
ウ
ン
ド
で
客

を
酔
わ
せ
た
。

　

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
特
有
の
グ
ル

ー
ヴ
は
、
こ
ち
ら
の
体
を
揺
す

る
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
そ
の
感
覚

が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
の
が
、
彼

ら
の
ア
ル
バ
ム『Emergence

』

に
収
録
さ
れ
る<Roy Allan>

が
演
奏
さ
れ
た
時
だ
。
生
前
ハ

ー
グ
ロ
ー
ブ
は
自
身
の
バ
ン
ド

の
音
楽
に
つ
い
て
、「
音
の
壁

（A Wall of Sound

）」
が
も

た
ら
す
喜
び
を
語
っ
て
い
た
。

ブ
ラ
ス
・
セ
ク
シ
ョ
ン
中
心
の

「
壁
」
を
想
像
さ
せ
る
重
厚
な

サ
ウ
ン
ド
は
、
生
演
奏
だ
か
ら

得
ら
れ
る
躍
動
感
を
も
た
ら
し

た
。

　

結
成
か
ら
30
年
の
こ
の
ビ
ッ

グ
バ
ン
ド
は
、
創
業
か
ら
、
同

じ
く
30
周
年
の
ジ
ャ
ズ
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
定
期
的
に
ス
テ
ー
ジ

を
行
っ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
れ

を
機
に
贔
屓
に
し
、
彼
ら
の
ラ

イ
ブ
に
通
い
た
い
と
思
う
。

（
に
い
も
と
・
り
ょ
う
い
ち
、

作
家
、
写
真
も
）

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者

ロ
イ
・
ハ
ー
グ
ロ
ー
ブ 新元良一　No. 3

http://newyork-apartment-realestate.com
https://giip-global.com/ja/
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://e-kaigo.net/
https://www.yoobalancetherapy.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://qbhouseusa.com/
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　今回ご紹介するのは Bushwick にある Sunrise/Sunset というカフェバーです。閑静な
住宅街に突如として現れるこのお店。NYでは貴重な、昼夜共にコーヒーメニューを提供
している場ということで、ふらっと作業しにいくことが結構あります。中に入ると日当
たりが良く、とっても広いので、なんだか気分は西海岸。NYで広々としたカフェに出会
うことは少ないので、ちょっとした穴場感があります。フードも充実していて、朝ごは
んはもちろんですが、全体的にバーガーやサンドイッチといったアメリカンなメニュー
がメインです。犬を連れた地元の人が多く、いつものどかでいい雰囲気が流れています。
たまにジャズナイトもやっているみたい。このエリアに来たら足をのばしてみて !　ヤマ
モトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東京から NYへ移
住。日本食スーパーで社員として働きながら趣味で漫画を描いていたら楽しくなってし
まい 2021年に退職、漫画家として本格的に活動を開始。2023年現在ブルックリン区在住。
単行本発売中！（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【18】

Ｎ
Ｙ
か
ら
依
田
洋
一
朗
が

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
参
加

　

Ｎ
Ｙ
在
住
の
画
家
、
依
田
洋

一
朗
が
４
月
18
日
か
ら
５
月
25

日
ま
で
香
川
県
高
松
市
で
開
催

さ
れ
て
い
る
「
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
２
０
２
５
」
に
参
加
し
て

い
る
。

　

依
田
は
１
９
７
２
年
、
香
川

県
生
ま
れ
。
生
後
3
か
月
で
両

親
と
共
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移

住
し
た
。
タ
イ
ラ
ー
・
ア
ー

ト
・
ス
ク
ー
ル
（
学
士
号
）
と

ク
イ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
修

士
号
）
を
卒
業
し
、
Ｎ
Ｙ
を
拠

点
に
創
作
活
動
を
続
け
て
い

る
。
74
年
か
ら
放
送
さ
れ
た
米

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
大
草
原
の
小

さ
な
家
』
が
好
き
で
、
メ
リ
ッ

サ
・
ギ
ル
バ
ー
ト
が
演
じ
た
ロ

ー
ラ
・
イ
ン
ガ
ル
ス
が
大
好
き

だ
っ
た
と
い
う
。芸
術
祭
で
は
、

女
木
島
に
あ
る
劇
場
の
内
部
を

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
し
、
シ
ア
タ

ー
仕
立
て
の
絵
画
と
映
像
に
よ

る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
発

表
。
映
写
室
の
壁
一
面
に
は
大

草
原
の
小
さ
な
家
が
描
か
れ
て

い
る
。
依
田
は
「
女
木
島
名
画

座
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

が
、
ロ
ー
ラ
・
イ
ン
ガ
ル
ス
の

ウ
ォ
ー
ル
ナ
ッ
ト
・
グ
ロ
ー
ブ

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
る
と
嬉
し

い
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。
芸

術
祭
の
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://setouchi-artfest.jp

を
参
照
す
る
。

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
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キ
ャ
ベ
ツ
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
ポ
テ
ト
の
ス
ー
プ

キ
ャ
ベ
ツ
と
キ
ク
ラ
ゲ
と
厚
揚
げ
の
煮
び
た
し

キ
ャ
ベ
ツ
と
キ
ュ
ウ
リ
の
胡
麻
酢
あ
え

【
作
り
方
】　

　

鍋
に
水
３
カ
ッ
プ
を
入
れ
、

皮
を
む
い
て
食
べ
や
す
い
大
き

さ
に
切
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ブ
イ
ヨ
ン
を

入
れ
ま
す
。
私
は
「BETTER 

THAN BOUILLON

」
の
ベ
ジ

タ
ブ
ル
ベ
ー
ス
を
小
さ
じ
２/

３
く
ら
い
入
れ
ま
す
。
10
分
煮

た
ら
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

ち
ぎ
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
３
枚

分
く
ら
い
加
え
、
さ
ら
に
５
分

煮
ま
す
。
最
後
に
黒
胡
椒
を
適

量
加
え
て
で
き
あ
が
り
。
ソ
ー

セ
ー
ジ
の
塩
気
が
あ
る
の
で
私

は
塩
を
入
れ
ま
せ
ん
が
、
足
り

な
け
れ
ば
少
し
塩
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

【
作
り
方
】　

　

キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
２
〜
３
枚
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に
ち
ぎ
り
、

蒸
す
か
茹
で
る
か
し
て
柔
ら
か

く
加
熱
し
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
は

12
セ
ン
チ
く
ら
い
、
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
斜
め
切
り
し
、
塩

少
々
を
か
け
て
し
ば
ら
く
お
い

て
か
ら
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で

水
気
を
と
っ
て
お
き
ま
す
。
す

り
鉢
ま
た
は
ボ
ウ
ル
に
白
ご
ま

大
さ
じ
１
を
入
れ
、
そ
こ
に
米

酢
大
さ
じ
２
，
塩
小
さ
じ
１/

４
、
醤
油
大
さ
じ
１
を
加
え
て

よ
く
混
ぜ
ま
す
。
そ
こ
に
水
気

を
切
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
と
キ
ュ
ウ

リ
を
加
え
て
全
体
に
胡
麻
酢
を

か
ら
め
て
お
皿
に
盛
り
ま
す
。

春
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ
た
美
容
食
３
品

【
作
り
方
】　

　

キ
ク
ラ
ゲ
約
10
個
は
、
水
を

は
っ
た
ボ
ウ
ル
に
入
れ
て
柔
ら

か
く
戻
し
ま
す
。
厚
揚
げ
（
小

さ
い
も
の
な
ら
６
個
）
は
ざ
る

に
入
れ
、
熱
湯
を
か
け
て
油
切

り
し
ま
す
。
こ
れ
を
し
な
い
と

油
っ
ぽ
く
な
る
の
で
、
重
要
な

ひ
と
手
間
！
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
３

枚
く
ら
い
は
、
食
べ
や
す
い
大

き
さ
に
ち
ぎ
っ
て
お
き
ま
す
。

鍋
に
水
カ
ッ
プ
２
を
入
れ
、
和

風
だ
し
の
素
を
パ
ッ
ク
な
ら
半

量
入
れ
ま
す
（
通
常
、
水
４
カ

ッ
プ
で
１
パ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
の
で
。
だ
し
の
素
に
よ
っ
て

　

私
は
美
容
食
を
ブ
ロ
グ
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
集
英
社

OurAge

の
連
載
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
私
の
美
容
食
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
、
①
美
肌
効
果
が
高

い
栄
養
素
が
入
っ
て
い
る
食
材

を
使
っ
て
い
て
②
美
味
し
く
て

③
見
た
目
が
お
洒
落
。
多
忙
で

も
美
容
食
生
活
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
手
早
く
簡
単
に
で
き

る
こ
と
も
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　

春
キ
ャ
ベ
ツ
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
ね
！
葉
が
柔
ら
か
く
て

甘
み
が
あ
っ
て
お
い
し
い
春
キ

ャ
ベ
ツ
で
す
が
、
一
玉
買
う
と

な
る
と
、
使
い
き
れ
る
か
な
と

気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
そ
こ

で
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ
て
と
っ

て
も
簡
単
に
つ
く
れ
る
３
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
キ

ャ
ベ
ツ
の
芯
の
厚
い
と
こ
ろ
は

そ
ぎ
切
り
に
し
て
、
芯
も
無
駄

な
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

ソ
ー
セ
ー
ジ
と
ポ
テ
ト
を
あ

わ
せ
た
ス
ー
プ
は
、
朝
ご
は
ん

ま
た
は
ラ
ン
チ
向
き
で
す
。
ポ

テ
ト
は
、
黄
色
っ
ぽ
い
ユ
ー
カ

ン
ゴ
ー
ル
ド
が
お
勧
め
。
ソ
ー

セ
ー
ジ
は
お
好
み
の
も
の
で
い

い
で
す
が
、
私
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
が
昔
か
ら
経
営
し
て
い
る

「
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
ミ
ー
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
自
家
製
ソ
ー

セ
ー
ジ
が
好
き
で
す
。
ソ
ー
セ

違
う
か
も
し
れ
な
い
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
）。
煮
立
っ
て
き

た
ら
厚
揚
げ
、
キ
ク
ラ
ゲ
、
キ

ャ
ベ
ツ
を
入
れ
て
、
キ
ャ
ベ
ツ

が
し
ん
な
り
し
、
厚
揚
げ
が
十

分
汁
を
す
っ
た
ら
、
お
ろ
し
生

姜
汁
を
大
さ
じ
１
く
ら
い
加
え

て
で
き
あ
が
り
で
す
。

ー
ジ
か
ら
出
る
だ
し
が
ポ
テ
ト

と
キ
ャ
ベ
ツ
に
し
み
て
、
優
し

い
味
の
ス
ー
プ
に
な
り
ま
す
。

　

キ
ク
ラ
ゲ
と
厚
揚
げ
を
あ
わ

せ
た
煮
び
た
し
は
、
汁
を
た
っ

ぷ
り
す
っ
た
厚
揚
げ
が
特
に
お

い
し
い
一
品
。
キ
ク
ラ
ゲ
は
、

キ
ノ
コ
の
中
で
最
も
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
と
不
溶
性
食
物
繊
維
を
多
く

含
ん
で
い
ま
す
。
カ
リ
ウ
ム
と

鉄
分
も
豊
富
！
日
本
食
料
品
店

の
他
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
も

買
え
ま
す
が
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
で
買
う
な
ら
小
さ
い
キ
ク
ラ

ゲ
が
柔
ら
か
く
て
お
勧
め
！
厚

揚
げ
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
特
に

多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
栄
養
価

が
高
い
食
材
と
合
わ
せ
て
、
季

節
の
変
わ
り
目
を
乗
り
切
り
た

い
で
す
ね
！

　

キ
ャ
ベ
ツ
と
キ
ュ
ウ
リ
の
胡

麻
酢
あ
え
も
、
優
し
い
味
わ
い

で
す
。
白
胡
麻
は
可
能
で
あ
れ

ば
、「
い
り
ご
ま
」
と
し
て
売

っ
て
い
る
も
の
で
も
軽
く
煎
っ

て
か
ら
す
り
鉢
で
す
っ
て
使
う

と
香
り
が
違
い
ま
す
。
白
胡
麻

を
胡
麻
煎
り
器
に
入
れ
て
火
に

か
け
、
こ
ま
め
に
動
か
し
パ
チ

パ
チ
っ
と
音
が
し
た
ら
火
を
止

め
て
、
す
り
鉢
で
摺
り
ま
す
。

道
具
が
な
け
れ
ば
す
り
ご
ま
を

使
い
ま
し
ょ
う
。
お
弁
当
の
お

か
ず
に
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
レ
シ
ピ
は
、
２
人
分
く
ら

い
を
目
安
に
し
て
い
る
量
で

す
。

杉本佳子（ファッションジャーナリ
スト兼美容食研究家）　１９８８年
よりニューヨーク在住。ファッショ
ンジャーナリストとして働く傍ら、
YOSHIKOlicious Beauty の名前でブロ
グ及びインスタグラム、そして集英社
OurAgeの連載、ＮＹ発！美しくなる「ト
リプル美食」で美容食を紹介している。

http://www.easeny.com/
https://kikkomanusa.com/
http://shinbashi72.com/
https://www.takesushi.us/
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春
か
ら
初
夏
へ
と
変
わ
る
こ

の
季
節
。
そ
ん
な
5
月
に
お
す

す
め
な
の
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｌ
（
フ
ォ

ト
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
）
と
ホ
ー

ム
ケ
ア
を
組
み
合
わ
せ
た“

攻

め
と
守
り”

の
ス
キ
ン
ケ
ア
で

す
。
Ｉ
Ｐ
Ｌ
は
、
シ
ミ
・
そ
ば

か
す
ま
と
め
て
ケ
ア
で
き
る
人

気
の
光
治
療
。
赤
み
や
ニ
キ
ビ

跡
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
肌
質

そ
の
も
の
を
改
善
へ
導
い
て
く

れ
ま
す
。
即
効
性
と
い
う
よ

り
、
回
数
を
重
ね
て
透
明
感
の

あ
る
肌
を
育
て
て
い
く
タ
イ
プ

の
施
術
だ
か
ら
こ
そ
、
紫
外
線

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
前
の
5
月

ス
タ
ー
ト
が
最
適
で
す
。
こ
の

Ｉ
Ｐ
Ｌ
の
効
果
を
最
大
限
に
引

き
出
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の

が
、
日
々
の
ホ
ー
ム
ケ
ア
。
当

サ
ロ
ン
で
は
「
高
濃
度
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
美
容
液
」
と
「
レ
チ
ノ
ー

ル
配
合
セ
ラ
ム
」
の
併
用
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。
実
は
こ

の
2
つ
の
美
容
液
は
、
当
サ
ロ

ン
が
オ
ー
プ
ン
し
た
時
か
ら
在

籍
す
る
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
歴

20
年
の
ト
ッ
プ
エ
ス
テ
テ
ィ
シ

ャ
ン
、Karika

が
、
自
ら
の

豊
富
な
施
術
経
験
を
も
と
に
開

発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
キ
ン
ケ

ア
ブ
ラ
ン
ド
「KANALY

」
の

製
品
。
私
自
身
も
長
年
愛
用
し

て
お
り
、
自
信
を
持
っ
て
お
す

す
め
で
き
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
美
容
液
は
、

メ
ラ
ニ
ン
生
成
を
抑
え
、
Ｉ
Ｐ

Ｌ
後
の
く
す
み
ケ
ア
や
抗
酸
化

ケ
ア
に
最
適
。
レ
チ
ノ
ー
ル
配

合
セ
ラ
ム
は
、
肌
の
タ
ー
ン
オ

ー
バ
ー
を
整
え
、
ハ
リ
や
弾
力

ア
ッ
プ
に
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
夜
の
お
手
入
れ
で
は
、
洗

顔
後
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
先
に
塗

布
し
、
レ
チ
ノ
ー
ル
を
重
ね
て

使
用
す
る
「
分
担
ケ
ア
」
が
お

す
す
め
。
敏
感
な
方
は
2
日
に

1
回
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、
効
果
と
肌
へ
の
や
さ
し
さ

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
ま
す
。
Ｉ

Ｐ
Ｌ
施
術
とKANALY

に
よ

る
ホ
ー
ム
ケ
ア
の
相
乗
効
果
で

つ
る
っ
と
し
た
毛
穴
レ
ス
肌

へ
。
今
な
ら
、
Ｉ
Ｐ
Ｌ
治
療
3

回
分
にKANALY

ス
キ
ン
ケ

ア
ラ
イ
ン
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

特
別
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
販
売
中
！ 

本
格
的
な
美
肌
づ
く
り
を
始
め

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。“

本

当
に
良
い
も
の”

で
肌
を
育
て

る
習
慣
、
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
のYukie 

Natori New York Salon 

＆ 
Spa　

代
表
。
東
京
、
銀
座
で

ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
し
日

米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト
ー
タ

ル
な
美
を
提
供
し
て
い
る
。

春
か
ら
夏
へ
の
お
手
入
れ

　

日
本
近
代
美
術
の
父
と
称
さ

れ
る
岡
倉
天
心
は
、
１
９
０
６

年
に
名
著The book of tea 

（
茶
の
本
）
を
Ｎ
Ｙ
で
出
版
し

１
９
１
３
年
に
は
ボ
ス
ト
ン
で

英
文
戯
曲The W

hite Fox

を

発
表
す
る
が
、
同
年
他
界
。
長

ら
く
作
曲
さ
れ
ず
に
幻
の
オ
ペ

ラ
と
な
っ
て
い
た
こ
の
作
品

を
、
２
０
１
３
年
に
指
揮
者
・

作
曲
家
の
平
井
秀
明
氏
が
日
本

語
台
本
と
し
て
甦
ら
せ
曲
を
つ

け
、
オ
ペ
ラ
「
白
狐
」
と
し
て

日
本
で
上
演
。
２
０
２
０
年
に

は
Ｎ
Ｙ
で
米
初
演
が
予
定
さ
れ

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
上
演
は

何
度
か
試
み
ら
れ
た
も
の
の
実

現
し
な
か
っ
た
が
、
今
年
5
月

2
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら
、

マ
ー
キ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

（
西
67
丁
目
１
２
９
番
地
）
で

米
初
演
が
実
現
す
る
。

　

Ｎ
Ｙ
祝
祭
管
弦
楽
団
を
平
井

氏
が
指
揮
、
主
演
は
ソ
プ
ラ
ノ

の
田
村
麻
子
。
舞
台
美
術
は
画

家
の
セ
ッ
タ
ン
ジ
ェ
リ
あ
つ

き
、
ア
ク
シ
ョ
ン
監
督
兼
助
演

は
女
流
殺
陣
師
の
香
純
恭
、
Ｎ

Ｙ
の
子
供
達
に
よ
る
風
の
環
合

唱
団
、
現
地
邦
人
の
合
唱
団
な

ど
も
加
わ
る
。

　

主
演
の
田
村
は
「
美
し
い
日

本
語
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
よ
っ

て
、
天
心
が
表
現
し
た
か
っ
た

日
本
の
心
が
体
現
さ
れ
て
お

り
、
歌
っ
て
い
て
と
て
も
自
然

で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

　

入
場
料
は
プ
ラ
イ
ム
70
ド

ル
、
一
般
50
ド
ル
、
学
生
・
シ

ニ
ア
40
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.kaufmanmusiccenter.
org/mch/

を
参
照
す
る
。

白
狐

幻
の
オ
ペ
ラ

岡
倉
天
心
百
年
の
夢
実
現

５
月
２
日
（
金
）
上
演

平井秀明

中井亮一

香純恭

豊嶋祐壹 田中智弥 長冨将士

舞台美術：セッタンジェリあつき

田村麻子

び
ゃ
っ
こ

http://jmart-usa.com/en/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
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デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

（
横
澤
広
美
校
長
）
は
13
日
、

幼
稚
部
・
小
学
部
・
中
学
部
合

同
の
「
令
和
７
年
度　

入
園
・

入
学
式
」
を
行
っ
た
。
多
く
の

来
賓
、
保
護
者
が
見
守
る
中
、

盛
大
な
拍
手
に
包
ま
れ
、
担
任

を
先
頭
に
新
入
生
が
緊
張
し
た

面
持
ち
で
入
場
し
た
。

　

新
入
生
呼
名
で
は
、
担
任
か

ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な

声
で
「
は
い
」
と
返
事
を
し
た
。

そ
の
後
、
校
長
か
ら
新
入
生
全

員
の
入
学
が
認
め
ら
れ
た
。
横

澤
校
長
は
式
辞
で
、
幼
稚
部
、

小
学
部
、
中
学
部
の
新
入
生
そ

れ
ぞ
れ
に
「
幼
稚
部
で
は
友
だ

ち
と
な
か
よ
く
、
そ
し
て
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
ほ
し

い
」「
小
学
部
で
は
、
教
科
の

学
習
が
始
ま
る
の
で
１
時
間
１

時
間
の
授
業
を
大
切
に
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
、
何
で
も
聞
い
て
ほ
し
い
」

「
中
学
部
で
は
、
自
分
探
し
の

旅
が
始
ま
り
、
卒
業
ま
で
の
３

年
間
で
、自
分
を
よ
く
見
つ
め
、

将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

新
入
生
一
人
一
人
に
、
横
澤

校
長
よ
り
入
学
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
、入
学
式
は
幕
を
閉
じ
た
。

同
校
で
は
、
今
年
度
も
多
く
の

学
校
行
事
を
取
り
入
れ
、
米
日

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
体
感
で
き

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

幼
稚
部
・
小
学
部
・
中
学
部
合
同

令
和
７
年
度
入
園
・
入
学
式

お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン

「海外で子育て」の必需品！
Jmeで日本語「キッズちゃんねる」

１日6 回配信中

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
（
本
莊
真
校
長
）
は
11
日
、

半
崎
美
子
さ
ん
に
よ
る
特
別
授
業
「
地
球
へ
」
を
行
っ
た
。
半

崎
さ
ん
は
5
年
生
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
曲
「
地
球
へ
」

を
作
詞
作
曲
し
た
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。
当
日
は
み
ん

な
で
歌
詞
の
意
味
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　

そ
の
後
、
半
崎
さ
ん
の
透
き
通
る
よ
う
な
歌
声
を
聴
き
、
新

し
い
学
年
に
進
級
し
た
児
童
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
経

験
に
な
っ
た
。
児
童
生
徒
は
、「
半
崎
さ
ん
の
歌
声
は
自
分
の

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

半崎美子さん
「地球へ」特別授業

                                  ＮＪ日本人学校で

　

海
外
で
子
育
て
す
る
日
本
人

世
帯
の
最
大
の
悩
み
は
、
現
地

化
教
育
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

実
は
、「
い
か
に
自
分
た
ち
の

子
供
に
日
本
語
や
日
本
人
と
し

て
の
情
緒
を
幼
少
期
か
ら
植
え

付
け
る
か
」
だ
と
い
う
。
一
昔

前
な
ら
お
父
さ
ん
が
レ
ン
タ
ル

ビ
デ
オ
店
か
ら
子
供
向
け
ビ
デ

オ
を
一
生
懸
命
借
り
て
き
た
も

の
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
子
供

た
ち
の
ニ
ー
ズ
は
変
わ
ら
な

い
。
日
本
語
動
画
配
信
サ
ー
ビ

スJme

の
「
キ
ッ
ズ
ち
ゃ
ん

ね
る
」
で
は
、「
お
か
あ
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
」＝
写
真
＝
や「
い

な
い
い
な
い
ば
あ
っ
！
」
を
は

じ
め
と
し
た
、
Ｅ
テ
レ
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
）
の
日
本
語
の
子
ど
も
向
け

約
20
番
組
を
月
曜
か
ら
金
曜
の

３
時
間
、
午
前
７
時
か
ら
１
日

６
回
配
信
し
て
い
る
。

　
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

は
２
歳
ご
ろ
か
ら
楽
し
め
る
教

育
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
番

組
で
、
幼
児
の
情
緒
や
表
現
、

言
葉
や
身
体
の
成
長
を
応
援
す

る
。
０
歳
か
ら
楽
し
め
る
「
い

な
い
い
な
い
ば
あ
っ
！
」
は
映

像
と
音
で
感
覚
を
揺
さ
ぶ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
と
能
力
を
引
き
出
す
。
４

歳
ご
ろ
か
ら
楽
し
み
な
が
ら
学

べ
る「
み
い
つ
け
た
！
」は「
友

達
と
遊
ぶ
楽
し
さ
」　
「
い
の
ち

の
不
思
議
」「
自
分
で
で
き
る

喜
び
」「
相
手
を
思
い
や
る
気

持
ち
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

さ
ま
ざ
ま
な
発
見
を
通
し
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
番
組
だ
。

そ
し
て
、「
に
ほ
ん
ご
で
あ
そ

ぼ
」
は
日
本
語
学
習
は
も
と
よ

り
、
日
本
語
の
魅
力
を
新
た
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
海
外

で
暮
ら
す
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
番
組
と
評
判
。
ほ

か
に
も
、人
気
の「
そ
れ
い
け
！

ア
ン
パ
ン
マ
ン
」「GO!GO!

ア

ト
ム
」「
科
学
×
冒
険
サ
バ
イ

バ
ル
！
」
な
ど
の
ア
ニ
メ
も
配

信
し
て
い
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://watch.jme.

tv

を
参
照
す
る
。

「
家
庭
で
日
本
語
教
育
」
の
強
い
味
方
に

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校 

日
本
語
継
承
語
部
（
市
原
理
瑠 

日
本
語
継
承
語
部
部
長
）
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｌ
（
外
国
語
と
し
て
の
日
本

語
）
ク
ラ
ス
（
Ｇ
１
〜
Ｇ
８
）

は
13
日
、
株
式
会
社enny

よ

り
寄
贈
さ
れ
た
練
り
切
り
キ
ッ

ト
を
使
っ
て
和
菓
子
作
り
体
験

を
行
っ
た
。
ま
ず
、
四
季
の
移

ろ
い
を
大
切
に
す
る
和
菓
子
文

化
に
つ
い
て
学
び
、
季
節
を
感

じ
る
和
菓
子
の
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
た
。
そ
の
後
、
こ
し

餡
、
抹
茶
あ
ん
、
ス
ト
ロ
ベ
リ

ー
あ
ん
、
薩
摩
芋
あ
ん
な
ど
色

と
り
ど
り
の
餡
を
使
っ
て
、
自

分
の
思
い
描
く
形
を
自
由
に
創

作
し
た
。
桜
の
花
や
動
物
、
ゴ

ジ
ラ
な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
作

品
が
次
々
と
出
来
上
が
り
、
教

室
は
色
彩
豊
か
な
和
の
世
界
に

包
ま
れ
た
。
日
本
文
化
の
一
端

に
実
際
に
手
を
動
か
し
て
触
れ

る
こ
と
で
、
言
葉
だ
け
で
な
く

文
化
へ
の
理
解
も
深
め
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
。

和
菓
子
作
り

体
験
授
業

プリンストン日本語学校

練り切り
キット使い

http://www.gwjs.org
http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
http://www.jwsnj.org/
https://www.jhls.org/
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今
年
３
歳
に
な
る
近
所
の
女

の
子
が
マ
マ
と
一
緒
に
我
が
家

に
よ
く
遊
び
に
来
ま
す
。
来
る

た
び
に
私
は
否
応
な
く
遊
び
の

相
手
を
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
い
ま

彼
女
が
夢
中
に
な
っ
て
い
る
遊

び
は
、
30
セ
ン
チ
四
方
の
ボ
ッ

ク
ス
の
中
に
５
種
類
の
違
っ
た

形
を
し
た
積
み
木
が
た
く
さ
ん

入
っ
て
お
り
、
そ
の
ボ
ッ
ク
ス

の
上
部
に
は
正
方
形
・
長
方

形
・
三
角
形
・
円
・
台
形
の
形

に
く
り
抜
か
れ
穴
が
開
い
て
い

ま
す
。
そ
の
穴
と
同
じ
形
を
し

た
積
み
木
を
見
つ
け
落
と
し
て

楽
し
む
遊
び
で
す
。
つ
い
何
か

月
か
前
は
な
か
な
か
同
じ
形
が

見
分
け
ら
れ
ず
、
穴
の
中
に
入

れ
る
の
に
苦
労
し
て
い
た
の
で

す
が
、
最
近
は
全
て
の
形
を
把

握
し
た
よ
う
で
、
次
か
ら
次
へ

と
穴
の
中
に
放
り
込
ん
で
ニ
コ

ニ
コ
し
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
し

て
い
ま
す
。
我
が
家
に
来
て
か

ら
延
々
と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返

し
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

教
員
を
し
て
い
る
頃
に
子
ど

も
が
「
飽
き
っ
ぽ
く
、
何
事
も

長
続
き
し
な
い
」
と
い
う
話
し

を
保
護
者
か
ら
よ
く
お
聞
き
し

ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
相
談
の

中
で
も
何
度
か
同
じ
こ
と
を
伺

い
ま
し
た
。

　

本
来
、
子
ど
も
は
繰
り
返
し

が
大
好
き
で
す
。
つ
ま
り
、
同

じ
行
為
を
何
度
繰
り
返
し
て
も

決
し
て
飽
き
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
彼
女
の
行
為

を
見
て
い
ま
し
て
も
面
白
そ
う

に
同
じ
作
業
を
続
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
が
育
っ

て
い
く
過
程
に
見
ら
れ
る
特
徴

的
な
行
動
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
は
と
て
も
大
切
な
学

習
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
人
間

に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
能
力
の

一
つ
が
こ
の
繰
り
返
し
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
能

力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
間
は

成
長
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思

う
の
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
し
て
飽
き
っ
ぽ

く
長
続
き
し
な
い
子
ど
も
が
で

き
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
や
は
り
周
囲
の
大
人
た

ち
が
つ
く
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。
繰
り
返
す
と
い
う
行
為
は

　

繰
り
返
し
の
勉
強
に
慣
れ
て

い
な
い
子
ど
も
は
、
物
事
に
対

し
て
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
で
も
う

ま
く
い
か
な
い
と
す
ぐ
に
放
り

投
げ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
本
当
は
奥
の
深
い
も
っ
と

向
き
合
え
ば
楽
し
さ
が
い
っ
ぱ

い
引
き
出
せ
る
よ
う
な
対
象
に

で
も
、
１
、２
度
触
れ
た
だ
け

で
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
、
と
て

も
も
っ
た
い
な
い
気
が
し
ま

す
。「
い
つ
ま
で
同
じ
こ
と
を

し
て
い
る
の
」
と
叱
る
か
わ
り

に
じ
っ
と
見
守
っ
て
あ
げ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
一
見
く

だ
ら
な
い
事
の
よ
う
に
思
う
こ

と
で
も
「
応
援
」
を
し
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
は
ど
ん
な

に
嬉
し
い
事
で
し
ょ
う
。
今
し

て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
子
に
と

っ
て
何
か
の
閃
き
を
試
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
も

う
一
段
伸
び
る
チ
ャ
ン
ス
を
そ

の
遊
び
の
中
か
ら
掴
も
う
と
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
は
飽
き
っ
ぽ

さ
を
克
服
す
る
目
に
見
え
な
い

力
が
潜
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

幼
児
期
か
ら
児
童
期
に
か
け

て
、
大
人
は
あ
る
程
度
柔
軟
性

の
あ
る
接
し
方
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
に
と
っ
て
大
事
な
時
間
を
一

方
的
に
潰
し
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で

す
。

繰り返しが大好き
海外子女教育振興財団 

友部政勝 教育アドバイザー

大
人
か
ら
見
ま
す
と
、
と
て
も

馬
鹿
馬
鹿
し
い
も
の
に
映
っ
て

し
ま
う
も
の
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん

の
頃
は
「
穴
に
落
と
す
こ
と
が

で
き
た
」
と
、
お
父
様
も
お
母

様
も
嬉
し
そ
う
に
拍
手
を
お
く

る
の
で
す
が
、
次
第
に
子
ど
も

が
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
そ
う

は
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
む
し

ろ
「
い
つ
ま
で
同
じ
こ
と
を
や

っ
て
い
る
の
、
も
う
い
い
加
減

に
し
な
さ
い
」
と
怒
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
勉
強

な
の
で
す
。
こ
の
時
大
人
の
価

値
観
だ
け
で
「
く
だ
ら
な
い
こ

と
」
と
判
断
し
、
途
中
で
中
断

さ
せ
て
し
ま
う
と
繰
り
返
す
こ

と
に
対
し
て
子
ど
も
は
非
常
に

消
極
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 本欄への相談は
● 公益財団法人 海外子女教育振興財団（JOES）
www.joes.or.jp
【教育相談】
Eメール sodanjigyo@joes.or.jp

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
莊
真
校
長
）
は
15
日
、

新
７
年
生
を
迎
え
る
会
を
開
催

し
た
。
こ
の
日
に
向
け
て
昨
年

度
３
月
か
ら
企
画
や
準
備
を
進

め
て
き
た
８
・
９
年
生
は
「
こ

れ
か
ら
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

込
め
て
新
た
な
中
等
部
の
仲
間

を
歓
迎
し
た
。
新
７
年
生
か
ら

は
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、

先
輩
方
が
優
し
く
て
嬉
し
か
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
互

い
に
照
れ
な
が
ら
も
心
温
ま
る

歓
迎
会
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
５
月
に
中
等
部
の
宿

泊
学
習
を
予
定
し
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
向
け
て
絆
を

深
め
る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

ＮＪ日本人学校で

7 年生を迎える会開催
８、９年生が企画準備

　

日
本
ク
ラ
ブ
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
）
の
毎
年
恒
例
の

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
、
第
13

回
「
親
子
で
楽
し
む
フ
ァ
ミ
リ

ー
イ
ベ
ン
ト
」
が
５
月
24
日

（
土
）
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
開
催
さ
れ
る
。
今
年
も
親
子

で
楽
し
め
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、

ラ
ン
チ
に
は
軽
食
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
、Goody

バ
ッ
グ
も
用
意

さ
れ
る
。 

大
人
の
み
の
参
加

も
歓
迎
。パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

ク
ラ
ウ
ン
シ
ョ
ー
、
和
太
鼓
演

奏
と
ミ
ニ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

他
。
ブ
ー
ス
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
巻
き
寿
司
の
実
演
、
飴

細
工
、
水
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
、

似
顔
絵
ア
ー
ト
、風
船
ア
ー
ト
、

フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、

折
り
紙
ア
ー
ト
、お
習
字
体
験
、

ク
ラ
フ
ト
細
工
、
タ
ト
ゥ
ー
パ

ー
ラ
ー
等
。

　

参
加
費
は
会
員
が
大
人
25

ド
ル
、
子
ど
も
15
ド
ル
、
一

般
が
大
人
30
ド
ル
、
子
ど
も

20
ド
ル
。
子
ど
も
料
金
は
３

〜
13
歳
、
２
歳
以
下
は
無
料
。

申
し
込
み
・
詳
細
はhttps://

form.jotform.com/Nippon_
Club/family-event-2025-
registration-form

を
参
照
。

日
本
ク
ラ
ブ
親
子
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

５
月
24
日
午
後
１
時
か
ら
開
催

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
10
日
、

着
任
式
・
始
業
式
・
入
学
式
を

行
っ
た
。
今
年
度
着
任
し
た
先

生
が
紹
介
さ
れ
、
一
人
一
人
が

挨
拶
し
た
。
始
業
式
で
は
着
任

し
た
校
長
先
生
か
ら
今
年
度
に

向
け
て
の
話
し
が
あ
り
、
そ
の

後
、
担
任
が
発
表
さ
れ
た
。
担

任
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、

児
童
生
徒
た
ち
は
大
き
な
声
で

返
事
を
し
て
い
た
。
全
員
で
校

歌
を
歌
い
、
新
し
い
生
活
が
始

ま
っ
た
。
続
い
て
入
学
式
が
行

わ
れ
た
。
今
年
度
の
新
入
生
は

初
等
部
１
年
生
が
４
人
、
７
年

生
は
初
等
部
か
ら
の
内
部
入
学

３
人
と
日
本
か
ら
の
入
学
生

６
人
の
合
わ
せ
て
９
人
だ
っ

た
。
校
長
先
生
と
在
Ｎ
Ｙ
日
本

国
総
領
事
館
の
森
和
也
首
席
領

事
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

れ
た
。
在
校
生
は
、
初
等
部
と

中
等
部
が
歓
迎
の
言
葉
を
贈
っ

た
。
中
等
部
代
表
は
最
後
に
英

語
で
、
同
校
で
の
英
語
教
育
の

成
果
を
入
学
生
を
は
じ
め
保
護

者
に
伝
え
て
い
た
。
後
半
は
在

校
生
か
ら
歓
迎
の
歌
と
、
校
歌

が
紹
介
さ
れ
た
。
式
後
、
記
念

写
真
を
撮
影
し
た
。
今
年
度
の

Ｎ
Ｊ
校
は
、
計
39
人
の
児
童
生

徒
で
新
年
度
が
始
ま
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

新
年
度
13
人
が
入
学

第 19回日本国際
漫画賞の作品募集開始

　

外
務
省
は
、
第
19
回
日
本
国

際
漫
画
賞
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
６
月
30
日
ま
で
、
外
国
人

の
漫
画
作
家
か
ら
の
応
募
作
品

を
募
集
し
て
い
る
。
日
本
国
際

漫
画
賞
は
、
海
外
へ
の
漫
画
文

化
の
普
及
と
漫
画
を
通
じ
た
国

際
文
化
交
流
の
促
進
を
目
的
と

し
て
、
優
れ
た
漫
画
作
品
を
創

作
し
た
海
外
の
漫
画
家
を
顕
彰

す
る
た
め
、
平
成
19
年
に
外
務

省
が
創
設
し
、
以
後
毎
年
実
施

し
て
い
る
。

　

応
募
作
品
の
う
ち
、
最
も
優

秀
な
作
品
に
「
日
本
国
際
漫
画

賞　

最
優
秀
賞
」、
優
秀
な
３

作
品
に
「
日
本
国
際
漫
画
賞　

優
秀
賞
」
が
授
与
さ
れ
る
。
受

賞
者
は
国
際
交
流
基
金
の
招
へ

い
に
よ
り
授
賞
式
に
合
わ
せ
て

訪
日
し
、
日
本
の
漫
画
家
等
と

の
意
見
交
換
、
出
版
社
等
へ
の

訪
問
を
行
う
予
定
。
同
賞
の
実

行
委
員
長
は
、
岩
屋
毅
外
務
大

臣
。
委
員
は
黒
澤
信
也
（
国
際

交
流
基
金
理
事
長
）、
白
石
さ

や
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
ほ

か
。　

審
査
委
員
長
は
、
里
中

満
智
子
（
漫
画
家
）、
委
員
は

一
本
木
蛮
（
漫
画
家
）、
森
川

ジ
ョ
ー
ジ
（
漫
画
家
）
ほ
か
。

昨
年
は
95
の
国
・
地
域
か
ら
、

過
去
最
多
と
な
る
７
１
６
作
品

の
応
募
が
あ
っ
た
。
募
集
要
項

な
ど
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://www.manga-award.
mofa.go.jp/

を
参
照
す
る
。

第
18
回
日
本
国
際
漫
画
賞
の
最
優
秀

賞

The Forest Mermaid

（
森
の
人
魚
）

作
者
：Hiro Kawahara

（
ブ
ラ
ジ
ル
）

https://starchildny.com/
http://shidogakuin.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com


応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi  cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2025は、米国東部時間2025年1月1日12:00AMから2025年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2026年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2025年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、クリステン・リンドクイスト
（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作
品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書
類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2026年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 
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北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

散
っ
て
尚
命
輝
く
花
筏　

小
林
は
る
か  

Ｎ
Ｊ
州

雪
解
け
て
庭
に
ボ
ー
ル
の
二
つ
三
つ

野
原
さ
ち
こ  

Ｎ
Ｊ
州

足
裏
を
揃
え
潜
れ
り
春
の
海
女

澪
つ
く
し  

Ｎ
Ｙ
州

パ
ス
テ
ル
の
リ
ボ
ン
に
光
復
活
祭舞

矢 

愛　

Ｎ
Ｙ
州

春
し
ぐ
れ
礼
状
に
誤
字
ひ
と
つ
あ
り

櫻
井
陽
子　

Ｎ
Ｙ
州

病
窓
に
氷
雨
の
う
ち
て
春
遠
し 大

沼
順
子　

Ｎ
Ｙ
州

気
象
庁
開
き
し
花
の
数
か
ぞ
え 大

沼
信
夫  

Ｎ
Ｙ
州

豆
ご
は
ん 

き
ょ
う
だ
い
そ
ろ
っ
て 

わ
ら
っ
て
る　

河
崎
志
帆 

Ｃ
Ａ
州

（三
育
学
院
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
校
小
２　

７
歳
） 

ま
ど
が
白
い 

よ
な
か
十
二
時 

ク
リ
ス
マ
ス　

濵
渦
結
友 

Ｎ
Ｙ
州

（育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
２　

７
歳
）

氷
点
下 

10
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン 

走
る
ぜ
い
！ 

早
川
和
希 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３  

９
歳
）

わ
す
れ
て
た 

宿
題
あ
っ
た 

ケ
セ
ラ
セ
ラ

岩
本
和
佳　

Ｐ
Ａ
州　

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
授
業
補
習
校
小
３　

９
歳
）

ゆ
っ
く
り
と 

未
来
に
向
け
て 

歩
む
春 

松
尾
帝
和　

Ｎ
Ｊ
州  

（ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
１　

13
歳
）

大
空
の 

水
玉
模
様
が 

流
れ
て
る 　

阿
部
圭
寿　

Ｉ
Ｎ
州

（キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
語
ク
ラ
ブ　

13
歳
）

グ
ラ
ン
マ
の 

い
つ
も
い
た
椅
子 

寂
し
そ
う

吉
野
イ
ー
フ
ァ　

Ｍ
Ｄ
州

（フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
高
２　

17
歳
）

month’s end
down to just a crust
of moon

─Julie Schwerin, WI

bygones...
the eroded corners
of a rubber eraser

─Brad Bennett, MA 

sunrise
the soft glow of
a candled egg

─John Pappas, MA 

the cat adds
his own touch
--zen garden

─Nancy Brady, OH 

moonless night
i scan the stars
for my kin
─Kelly Sauvage Moyer, NC 

party boat  . . .
the sunset sinking
into laughter

─Barrie Levine, MA

morning dew . . . 
a clutch of eggs 
in the potted pansies

─Sharon Martina, IL

「3月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2025」の3月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳未
満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂いた
ことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き4月分の応募を受け付けており、10月31日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
4 4/1/25 4/30/25 11:59:59pm 4/30/25
5 5/1/25 5/31/25 11:59:59pm 5/51/25
6 6/1/25 6/30/25 11:59:59pm 6/30/25
7 7/1/25 7/31/25 11:59:59pm 7/31/25
8 8/1/25 8/30/25 11:59:59pm 8/31/25
9 8/31/25 9/30/25 11:59:59pm 9/30/25
10 10/1/25 10/31/25 11:59:59pm 10/31/25

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

4 4/1/25 5/6/25 5/7/25 7 7 7
5 5/1/25 6/6/25 6/9/25 7 7 7
6 6/1/25 7/8/25 7/9/25 7 7 7
7 7/1/25 8/6/25 8/7/25 7 7 7
8 8/1/25 9/8/25 9/9/25 7 7 7
9 9/1/25 10/7/25 10/8/25 7 7 7
10 10/1/25 11/7/25 11/10/25 7 7 7

2025 年（令和 7 年）4 月 26 日（土） ［企画のページ］　　（14  ）



（15）　　 ［作文のページ］ 2025 年（令和 6 年）4 月 26 日（土 )

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

わ
た
し
は
、
二
才
の
時
と

四
才
の
時
に
日
本
へ
行
き
ま

し
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、

わ
た
し
は
そ
の
時
に
何
を
し

た
の
か
は
、
ま
だ
小
さ
か
っ

た
の
で
、
は
っ
き
り
と
は
覚

え
て
い
ま
せ
ん
。
覚
え
て
い

る
の
は
、
飛
行
機
に
乗
っ
て

い
つ
も
は
飲
ま
せ
て
も
ら
え

な
い
コ
カ
コ
ー
ラ
を
オ
ー
ダ

ー
し
て
飲
み
、
飛
行
機
の
中

で
映
画
を
見
た
こ
と
と
、
い

た
ず
ら
を
し
て
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
し
か
ら
れ
た
こ
と
ぐ
ら

い
て
す
。
そ
の
う
ち
コ
ロ
ナ

が
広
が
っ
て
、
わ
た
し
は
六

年
も
の
間
日
本
へ
行
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

二
年
前
、
お
母
さ
ん
が
夏

休
み
の
日
本
行
き
の
こ
と
で
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
悪
い
ん
だ
け
ど
、
コ
ロ
ナ
に

か
か
る
の
が
心
配
だ
か
ら
、

今
回
は
日
本
へ
来
な
い
で
ほ

し
い
な
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
に
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ

に
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
は
コ
ロ

ナ
な
の
に
…
と
わ
た
し
は
思

い
ま
し
た
が
、
来
な
い
で
ほ

し
い
と
言
わ
れ
た
ら
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
コ
ロ
ナ
を
移
し
た
く
な
い

の
で
、
会
い
に
い
く
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
残
念
で
し

た
が
、
そ
の
年
は
日
本
行
き

を
あ
き
ら
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
去
年
ま
た
お
母

さ
ん
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
今
度
は
日

本
に
会
い
に
行
っ
て
も
い
い

か
と
電
話
で
話
し
て
い
た
の

を
、
わ
た
し
は
聞
い
て
い
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
は
電
話
を

切
っ
た
後
、「
あ
や
ち
ゃ
ん
、

ま
だ
コ
ロ
ナ
が
お
さ
ま
っ
て

い
な
い
か
ら
、
今
年
も
日
本

へ
は
来
な
い
で
ほ
し
い
っ
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
言
っ
て
い
る
の
。
ま

た
行
け
な
い
と
思
う
。」
と
、

が
っ
か
り
し
た
声
で
言
い
ま

し
た
。
わ
た
し
も
ガ
ッ
ク
リ

き
て
、
体
の
力
が
ぬ
け
た
気

が
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
、

「
か
わ
り
に
ど
こ
か
へ
旅
行
し

よ
う
よ
。」
と
、
わ
た
し
を
は

げ
ま
す
よ
う
に
言
っ
た
け
れ

ど
、
わ
た
し
は
、「
ア
メ
リ
カ

を
旅
行
す
る
の
と
、
日
本
へ

行
く
の
と
で
は
、
全
然
ち
が

う
！
」
と
、
ち
ょ
っ
と
お
こ

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

呼
ん
で
も
、
わ
た
し
は
日
本

へ
行
け
た
こ
と
が
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
の
で
、
あ
ま
り

気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
お
買
い
物
を
し

た
お
つ
り
の
小
銭
を
、
日
本

の
赤
い
ポ
ス
ト
の
形
を
し
た

貯
金
箱
に
た
め
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、「
六
年
間

た
め
た
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
重

く
な
っ
た
な
あ
。
い
く
ら
入

っ
て
い
る
か
、
当
て
て
ご
ら

ん
。
う
ま
く
当
て
た
ら
、
貯

金
箱
の
中
の
お
金
を
あ
げ
る

こ
と
に
し
よ
う
。」
と
言
い
ま

し
た
。
わ
た
し
は
わ
く
わ
く

し
た
け
ど
、
日
本
の
小
銭
の

金
銭
感
覚
が
な
い
の
で
、
適

当
に
「
三
万
円
！
」
と
声
高
々

に
言
い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
こ

ん
な
こ
と
が
で
き
て
、
う
れ

し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
の

て
す
。

　

兄
姉
た
ち
と
一
円
、
五
円
、

十
円
、
五
十
円
、
百
円
、
五
百

円
玉
の
山
を
作
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
山
の
お
金
を
数
え
ま

し
た
。
な
ん
と
思
い
が
け
ず

十
万
円
近
く
も
入
っ
て
い
た

の
で
す
。
貯
金
箱
の
中
の
お

金
の
金
額
に
一
番
近
い
金
額

を
言
い
当
て
た
の
は
、
お
母

さ
ん
で
し
た
。
で
も
、
結
局

み
ん
な
で
均
等
に
お
金
を
分

け
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、「
来
年

も
お
金
を
い
っ
ぱ
い
貯
金
箱

に
た
め
て
お
い
て
ね
。」
と
た

の
ん
だ
ら
、「
一
年
間
じ
ゃ
あ
、

そ
ん
な
に
た
ま
ら
な
い
よ
。」

と
言
う
返
事
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
も
し
か
し
た

ら
、
来
年
も
日
本
に
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

会
い
に
来
て
も
い
い
と
言
う

こ
と
か
な
と
心
の
中
で
ひ
そ

か
に
思
い
、
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。「
三
年
目
の
正
直
」、

来
年
の
日
本
行
き
が
す
で
に

楽
し
み
で
す
。　
（
滞
米
11
年
）

っ
た
口
調
で
言
っ
て
し
ま
い
、

今
に
な
っ
て
あ
ん
な
こ
と
を
言

わ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
、
こ

う
か
い
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
お
母
さ
ん
は
き
っ
と
わ
た

し
よ
り
も
、
自
分
の
両
親
に
会

い
た
か
っ
た
と
思
う
か
ら
で

す
。
わ
た
し
だ
っ
た
ら
、
ず
っ

と
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
に
会

え
な
か
っ
た
ら
悲
し
く
な
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
つ
い
に
二
〇
二
四

年
の
春
。
わ
た
し
の
心
の
中
で

は
、「
今
年
こ
そ
日
本
へ
行
き

た
い
な
。で
も
き
っ
と
ま
た『
来

な
い
で
ほ
し
い
。』
と
言
わ
れ

る
に
ち
が
い
な
い
。」
と
、
二

つ
の
思
い
が
グ
ル
グ
ル
回
っ
て

い
ま
し
た
。
二
度
も
「
来
な
い

で
ほ
し
い
。」
と
言
わ
れ
た
の

　

東
京
か
ら
列
車
で
一
時
間

ほ
ど
南
西
へ
向
か
っ
た
神
奈

川
県
の
外
れ
に
、
日
本
の
伝

統
を
重
ん
じ
る
平
和
で
美
し

い
町
が
あ
り
ま
す
。
町
の
名

前
は
湯
河
原
。
こ
の
町
は
、

全
国
的
に
名
高
い
温
泉
が
あ

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
に
も
山
や
河

川
、
森
林
と
い
っ
た
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
、
歴
史
的
な
お

寺
も
あ
り
、
東
京
か
ら
の
プ

チ
旅
行
に
は
お
薦
め
の
エ
リ

ア
で
す
。

　

私
は
春
休
み
に
父
母
と

祖
母
の
四
人
で
、
こ
の
湯

河
原
を
訪
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

東
京
か
ら
列
車
で
到
着
後
、

ま
ず
は
駅
の
近
く
の
森
を
散

歩
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

森
は
喧
騒
と
は
か
け
離
れ
、

た
だ
、
そ
よ
そ
よ
と
し
た
風

と
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
だ

け
が
耳
に
心
地
よ
く
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
な
だ
ら
か
な
坂

を
上
っ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に

は
優
雅
な
佇
ま
い
の
小
さ
い

お
寺
。
近
く
の
湧
き
水
で
手

を
洗
っ
て
い
る
と
き
、
川
の

向
こ
う
に
趣
深
い
竹
林
が
目

に
映
り
ま
し
た
。
ま
る
で
日

本
の
歴
史
ド
ラ
マ
に
出
て
く

る
よ
う
な
風
流
な
青
々
と
し

た
群
生
で
す
。

　

見
上
げ
れ
ば
、
木
々
に
ち

り
ば
め
ら
れ
た
黄
色
い
可
憐

な
花
々
。
空
の
青
さ
に
溶
け

込
ん
で
い
て
、
そ
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
の
美
し
さ
に
も
目
を

奪
わ
れ
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
せ
わ

し
い
大
都
会
で
暮
ら
し
て
い

る
だ
け
に
、
こ
の
湯
河
原
の

平
和
な
静
寂
さ
、
自
然
美
が
、

深
く
心
に
染
み
入
り
ま
す
。

　

今
回
、
私
た
ち
は
、「
ふ
き

や
」
と
い
う
老
舗
の
温
泉
旅

館
に
泊
ま
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
の
お
楽
し
み
は
、

で
、
わ
た
し
は
あ
ま
り
日
本

行
き
を
期
待
し
な
い
こ
と
に

し
ま
し
た
。
わ
た
し
の
思
っ

た
通
り
、
お
母
さ
ん
か
ら
「
今

年
も
で
き
れ
ば
日
本
へ
来
な

い
で
ほ
し
い
っ
て
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

言
っ
て
た
の
。」
と
、
二
年
前

そ
し
て
去
年
と
同
じ
、
デ
ー

ジ
ャ
ブ
ー
の
よ
う
な
言
葉
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
あ
る
日
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
ち
ょ

っ
と
だ
け
な
ら
会
い
に
来
て

も
い
い
と
言
う
の
で
す
。
一

年
前
も
二
年
前
も
こ
と
わ
ら

れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
訪
問
で
す
が
、

も
し
か
し
た
ら
、
わ
た
し
の

今
年
日
本
へ
行
く
と
い
う
夢

が
か
な
う
か
も
し
れ
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
、
こ
の
夏

日
本
へ
六
年
ぶ
り
に
行
け
た

の
で
す
。
こ
の
六
年
で
、
わ

た
し
の
三
人
の
姉
た
ち
の
う

ち
、
わ
た
し
の
年
に
一
番
近

い
姉
と
わ
た
し
の
背
が
、
ど

ん
ど
ん
伸
び
ま
し
た
。
み
ん

な
わ
た
し
の
こ
と
を
、
姉
と

か
ん
ち
が
い
し
て
、
わ
た
し

の
こ
と
を
姉
の
名
前
で
呼
び

ま
し
た
。
こ
の
六
年
で
、
わ

た
し
の
背
た
け
は
、
六
年
前

の
わ
た
し
の
姉
の
背
た
け
と

ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ
た
の
で
す
。

わ
た
し
は
六
年
前
に
は
幼
ち

園
生
だ
っ
た
の
で
、
無
理
も

あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
わ

た
し
の
こ
と
を
姉
の
名
前
で

「
三
度
目
の
正
直
、
日
本
へ
の
旅
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
昭
優

「
家
族
と
と
も
に

　
　
　
　

湯
河
原
旅
行
」

　
　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
土
曜
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
本
　
エ
リ
ノ
ア

四
季
折
々
の
日
本
料
理
で
す
。

例
え
ば
春
の
こ
の
時
期
は
、
旬

の
素
材
を
具
に
、
薄
い
ダ
イ

コ
ン
の
千
切
り
を
上
に
散
ら

し
た
お
吸
い
物
。
透
明
な
ダ

イ
コ
ン
を
氷
に
見
立
て
、
春

の
雪
解
け
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

の
だ
そ
う
で
す
。
特
に
美
味

し
か
っ
た
料
理
は
筍
の
煮
物
。

ま
た
「
春
に
し
か
取
れ
な
い

海
苔
」
と
い
う
も
の
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

　

夕
食
の
あ
と
は
お
待
ち
か

ね
の
温
泉
で
す
。
山
の
景
色
を

眺
め
る
こ
と
の
で
き
る
露
天

風
呂
に
は
い
り
ま
し
た
。
時

刻
が
ち
ょ
う
ど
、
夕
方
の
七

時
く
ら
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
湯
船
に
つ
か
り
な
が
ら
、

日
没
の
移
り
行
く
空
の
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
を
ゆ
っ
く
り
と
、

心
行
く
ま
で
堪
能
し
ま
し
た

　

朝
ご
は
ん
は
す
べ
て
和
の

テ
イ
ス
ト
。
牡
蠣
の
大
き
さ

の
ハ
マ
グ
リ
に
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
お
酒
の
風
味
が
感
じ
ら
れ

る
塩
辛
が
新
鮮
で
し
た
。

　

わ
ず
か
一
泊
二
日
で
し
た

が
、
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
静
寂

で
平
和
な
空
気
、
随
所
に
日

本
の
伝
統
美
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
湯
河
原
の
町
は
、

私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
家
族
旅
行
の
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

　

日
本
に
戻
る
こ
と
が
あ
れ

ば
ま
た
、
湯
河
原
の
町
を
訪

れ
よ
う
と
今
か
ら
心
に
決
め

て
い
ま
す
。　
（
米
国
生
ま
れ
）

「未来の車」
　　　　　　　　　プリンストン日本語学校中２
　　　　　　　　　　　　 　　　　　山岸　瑞生

　

み
な
さ
ん
は
未
来
の
車
が

ど
ん
な
も
の
か
想
像
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
今
私
た

ち
が
使
っ
て
い
る
車
は
、
エ

ン
ジ
ン
が
必
要
で
ハ
ン
ド
ル

で
運
転
す
る
も
の
で
す
が
、

未
来
の
車
は
も
っ
と
便
利
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
紹
介
す
る
の
は
自
動

運
転
車
で
す
。
自
動
運
転
車

は
AI
が
自
動
で
運
転
を
し
て

く
れ
る
の
で
ハ
ン
ド
ル
が
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
セ
ン
サ
ー

や
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
安
全
な

運
転
を
す
る
の
で
、
車
の
衝

突
を
防
い
で
く
れ
ま
す
、
自

動
運
転
車
が
普
及
す
れ
ば
、

事
故
の
数
も
減
り
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
目
的
地
に
行
け
る

よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

そ
し
て
、
今
地
球
温
暖
化

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
中
で

注
目
さ
れ
る
の
が
エ
コ
カ
ー

で
す
。
エ
コ
カ
ー
は
、
ガ
ソ

リ
ン
を
使
わ
な
い
で
電
気
で

走
る
車
や
、
水
素
を
使
っ
て

運
転
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
車
は
二
酸
化
炭
素

を
出
さ
な
い
の
で
、
地
球
温

暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
重
要
で

す
。
ま
た
、
電
気
自
動
車
は

静
か
で
快
適
な
乗
り
心
地
が

魅
力
で
す
。
で
す
が
エ
コ
カ

ー
は
ガ
ソ
リ
ン
車
に
比
べ
、

走
れ
る
距
離
が
短
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。 

普
段
使
い
と
し

て
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、

遠
出
を
す
る
際
の
移
動
手
段

に
は
不
向
き
で
す
。

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
空
飛

ぶ
車
で
す
。
こ
の
車
は
空
か

ら
渋
滞
の
心
配
を
せ
ず
空
か

ら
目
的
地
に
行
け
る
夢
の
よ

う
な
車
で
す
。
電
動
の
プ
ロ

ペ
ラ
を
使
っ
て
、
垂
直
に
離

陸
し
て
着
陸
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
実
際
に
開
発
が
進

ん
で
お
り
、
近
い
未
来
に
は

街
中
を
飛
ぶ
車
が
見
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

空
で
た
く
さ
ん
の
車
が
飛
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
衝
突
を

防
ぐ
た
め
の
シ
ス
テ
ム
や
、

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
ル

ー
ル
が
必
要
で
す
。

　

最
後
に
、
未
来
の
車
が
僕

た
ち
の
今
の
生
活
を
ど
う
変

え
る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

車
が
自
動
運
転
に
な
れ
ば
、

運
転
す
る
時
間
を
も
っ
と
有

効
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
し
、
移
動
中
に
勉
強
し
た

り
、
友
達
と
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
み
ん

な
が
エ
コ
カ
ー
を
使
う
よ
う

に
な
れ
ば
、
地
球
の
空
気
が

キ
レ
イ
に
な
り
ま
す
し
、
僕

た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

存
在
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
に
、
未
来
の
車
は
単

な
る
移
動
手
段
で
は
な
く
、

私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
快
適

で
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。（
滞
米
４
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

https://japaneseschool.org
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コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ
チ
は
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道

の
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
ラ
イ
ン
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
グ
ラ
ン
ド
セ

ン
ト
ラ
ル
駅
ま
で
小
一
時
間
の
距
離
。
全
米
で
最
も
裕
福
な
住

宅
エ
リ
ア
の
一
つ
と
し
て
有
名
だ
。
高
速
道
路
を
使
え
ば
ウ
エ

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
方
面
に
通
勤
す
る
の
も
便
利
で
、
北
の
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
方
面
な
ら
電
車
に
そ
の
ま
ま
乗
っ
て
30
分
も
か
か

ら
な
い
。

　

写
真
の
家
は
、
そ
ん
な
グ
リ
ニ
ッ
チ
の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
で
、

３
寝
室
、
２
・
５
浴
室
、
２
５
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
以
上
あ
る
明

る
い
一
戸
建
て
住
宅
感
覚

の
物
件
だ
。

　

グ
リ
ニ
ッ
チ
駅
か
ら
も

徒
歩
圏
。
名
店
ぞ
ろ
い
の

グ
リ
ニ
ッ
チ
・
ア
ベ
ニ
ュ

ー
に
も
歩
い
て
行
け
て
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
買
い
物

も
お
散
歩
感
覚
で
楽
し
め

る
。
美
し
い
公
園
ブ
ル
ー

ス
パ
ー
ク
が
近
く
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
、
花
々
が
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

ブ
ル
ー
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
も
駅
と
家
の
間
に
あ
る

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
お
し
ゃ
れ
な

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
カ
フ
ェ
で
お
茶
を
し
た
り
と
何
か
と
楽
し
み

が
多
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

　

室
内
は
全
面
新
ペ
イ
ン
ト
、
床
も
リ
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
改

装
し
た
ば
か
り
で
ど
こ
も
ピ
カ
ピ
カ
だ
。
一
階
は
リ
ビ
ン
グ
、

ダ
イ
ニ
ン
グ
、
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
、
イ
ー
ト
イ
ン
キ
ッ
チ
ン
と

ガ
レ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
。
二
階
は
高
天
井
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ス
、
二
つ
の
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
に
ホ
ー
ル
バ
ス
。
地
下
も
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
て
あ
る
の
で
、

多
目
的
に
使
え
る
。
専
用
パ
テ
ィ
オ
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
楽
し

め
る
。
家
賃
は
月
額
７
９
５
０
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０
３
・
５
３
６
・
０
２
６
１
、
Ｅ
メ
ー

ルsonomiakino@shoenrealty.com

　

秋
野
さ
ん

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

　

航
空
サ
ー
ビ
ス
調
査
会
社
ス

カ
イ
ト
ラ
ッ
ク
ス
は
、
世
界
の

空
港
ホ
テ
ル
を
格
付
け
し
た
結

果
を
発
表
し
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
の

Ｔ
Ｗ
Ａ
ホ
テ
ル
が
３
位
に
選
ば

れ
た
。
同
社
は
空
港
ホ
テ
ル
利

用
者
を
対
象
に
、
全
体
的
な
印

象
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
空
港
ア

ク
セ
ス
、
清
潔
さ
、
食
、
金
額

に
見
合
う
価
値
を
含
む
大
規
模

な
顧
客
満
足
度
の
調
査
を
毎
年

行
っ
て
お
り
、
調
査
結
果
は
信

頼
度
が
高
く
、
関
連
業
界
で
基

準
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
５
年
度
は
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
の
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
・
チ

ャ
ン
ギ
国
際
空
港
が
13
年
連
続

で
１
位
を
維
持
し
、
２
位
は
深

圳
の
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
深
圳
空
港
、
米
国
内
で
は

Ｔ
Ｗ
Ａ
の
ほ
か
に
ウ
ェ
ス
テ
ィ

ン
・
デ
ン
バ
ー
国
際
空
港
が
10

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

　

Ｔ
Ｗ
Ａ
ホ
テ
ル
の
ビ
ル
は
、

建
築
家
エ
ー
ロ
・
サ
ー
リ
ネ
ン

が
設
計
し
た
Ｔ
Ｗ
Ａ
（
ト
ラ
ン

ス
・
ワ
ー
ル
ド
航
空
）
専
用
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
１
９
６
２

年
に
開
業
し
、
94
年
に
Ｎ
Ｙ
市

歴
史
建
造
物
、
05
年
に
国
家
歴

史
登
録
財
に
登
録
さ
れ
た
。
Ｔ

Ｗ
Ａ
航
空
は
01
年
に
ア
メ
リ
カ

ン
航
空
に
吸
収
合
併
さ
れ
タ
ー

ミ
ナ
ル
も
閉
鎖
と
な
っ
た
が
、

19
年
に
ジ
ェ
ッ
ト
ブ
ル
ー
航
空

用
の
第
５
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
空
港

ホ
テ
ル
と
し
て
再
開
し
た
。
客

室
数
５
１
２
室
の
同
ホ
テ
ル

は
、
完
成
当
時
の
ミ
ッ
ド
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
の
内
装
を
再
現
し
、

窓
に
は
厚
さ
４
・
５
イ
ン
チ
の

ガ
ラ
ス
を
施
し
飛
行
機
の
騒
音

も
気
に
せ
ず
睡
眠
で
き
る
。
ラ

ン
キ
ン
グ
の
詳
細
はhttps://

www.worldairportawards.
com/worlds-best-airport-
hotels-2025/

を
参
照
す
る
。

空
港
ホ
テ
ル
の
ラ
ン
キ
ン
グ

３
位
に
Ｔ
Ｗ
Ａ
ホ
テ
ル

グリニッチで一戸建て感覚のタウンハウスに住む

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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EVENT
■ジャパンフェス＝ 4/26・27  10:00-18:00  
4/26は Chelsea （8th Ave 15th-16th st）、4/27
は Astoria （Steinway St, Broadway - 34th 
Ave）さまざまな日本食や雑貨、アート、音楽
などが楽しめる人気ストリートフェア。おに
ぎり、弁当、ラーメン、たこ焼き、シュークリー
ムなどが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■第 6回「乳がんシンポジウム＠イーストコー
スト・サウス」＝  4/26　13:00　NY日系人会
（49 W 45th St. 5F）乳がんに関する最新の治
療情報や早期発見の啓発活動を行う非営利団
体「BCネットワーク」による勉強会。会場と
オンラインで開催。講演は、がん研有明病院
乳腺センター長・乳腺外科部長の上野貴之医
師、聖マリアンナ医科大学病院放射線科 IVR
研究グループ・放射線科医のフォックス岡本
聡子医師。司会は FCI-NYの久下香織子キャ
スター。 参加費無料。要事前申し込み。
詳細は http://bcnetwork.org

MUSIC
■銀座男声合唱団カーネギー公演＝ 5/19　
19:30　Carnegie Hall, Zankel Hall（881 7th 
Ave）銀座男声合唱団による 3度目のカーネ
ギーホール公演。同合唱団は 2012年、京セラ
株式会社の名誉会長・稲盛和夫氏が率いる経
営者の集い「盛和塾」のもとで結成。古都旅情、
青春の詩、群青、民衆の歌が聞こえるか、な
ど Jポップやアニソン、演歌、ミュージカル曲、
合唱曲ほかを披露する。入場無料（ひとり 8
人分までチケット入手可能）。
詳細は https://www.carnegiehall.org

THEATRE/DANCE 
■セーラームーン 2・5次元舞台北米ツアー
「 Pretty Guardian Sailor Moon: The Super 
Live」＝ 4/26まで   武内直子原作のマンガ
「美少女戦士セーラームーン」をもとにしたパ
フォーマンスショー。全米 20都市で上演す
る。NJ は 4/18（New Jersey Performing Arts 
Center）、CT は 4/19（The Bushnell Center 
For The Performing Arts）、NY は 4/24 ～ 26
（Palladium Times Square）にて。
詳細は https://sailormoonsuperlive.com/
■ Edamovement Lab 旗 揚 げ 公 演『 七 福
神（The Seven Gods）』 ＝ 4/28・29　19:30  
RESOBOX East Village（91 E 3rd St,）クリエ
イティブ・ユニットのイーダムーブメント・
ラボによる旗揚げ公演。七福神をテーマに、
新進気鋭の日本人女性俳優とダンサーたちが
日本文化の要素を取り入れながら表現する。
入場料：＄25
詳細は https://lit.link/en/edamovementlab

ART
■石飛博光の大書道展＝ 4/27まで   J-COL-
LABO-OSSAM 画 廊（302 7th St. Brooklyn）
日本を代表する書道家・石飛博光（いしとび・
はっこう）の作品展。（支援：大正大学）石飛
氏は日本書道家文化協会理事、全国美術振興
会顧問。2024年、旭日小綬章受章。入場無料。
詳細は https://www.j-collabo.org/
■  アート・インキュベーション シリーズ 16
「THE ART OF SHO II」＝ 4/22～ 28  天理文化
協会（43Ａ W 13th St.）「書」をテーマに公
募し審査を通過した 24人の日本人と NYから
の 4人のアーティストの作品を展示する。レ
セプションとパフォーマンスは 26日（土）午
後 3時から。入場無料。
詳細は https://www.tenri.org
■現代ジュエリーの展示販売会「MAD About 
Jewelry」 ＝ 5/3 ～ 5/7  Museum of Arts and 
Design（2 Columbus Circle）23か国から集まっ
た 50人のアーティストたちの革新的で芸術
性あふれるジュエリーデザインが紹介される。
日本からは、谷相友茄、平石裕、ハヤシアカ
ネの３人が参加。アーティストと直接会話し
ながら作品を購入できる。入場料：一般＄20
詳細は www.madmuseum.org

201

 　
既
報
通
り
３
月
末
、
Ｊ
Ａ
Ａ

主
催
の
「
日
本
の
介
護
事
情
セ

ミ
ナ
ー
」
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
思
い
立
っ
た
の
は
３

月
上
旬
。「
そ
う
だ
！
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
へ
行
こ
う
」
と
す
ぐ
に

Ｊ
Ａ
Ａ
の
野
田
さ
ん
に
ご
連
絡

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
開

催
場
を
確
保
、
す
ぐ
に
集
客
を

呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
、
本
紙

で
も
開
催
前
週
に
告
知
し
て
い

た
だ
き
、
な
ん
と
70
名
以
上
の

方
に
ご
聴
講
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
前
後
に

ご
相
談
い
た
だ
い
た
質
問
で
多

か
っ
た
分
野
は
、「
介
護
の
不

安
」
は
も
ち
ろ
ん
、
今
持
っ
て

い
る
財
産
の
こ
と
や
持
っ
て
帰

っ
た
も
の
へ
の
課
税
や
保
険
の

こ
と
で
し
た
。
お
お
よ
そ
予
測

で
き
た
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
多
か
ら
ず
と
も
答
え
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
回
の
コ
ラ
ム
で

共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
１
）
日
本
へ
帰
国
す
る
た
め

に
ア
メ
リ
カ
で
の
財
産
を
売
却

し
た
ら
ど
う
す
る
の
？

　

不
動
産
：
売
却
す
る
場
合
、

購
入
価
格
や
取
得
費
用
、
売
却

費
用
を
差
し
引
い
た
譲
渡
益
が

あ
れ
ば
、
長
期
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ

イ
ン
税
の
対
象
に
な
る
と
の
こ

と
。
た
だ
し
、
一
定
の
非
課
税

枠
も
あ
る
の
で
損
は
し
た
く
な

い
で
す
よ
ね
。
超
過
分
は
フ
ォ

ー
ム
８
９
４
９
等
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
非
課
税

枠
は
居
住
用
不
動
産
で
最
大

50
万
ド
ル
ま
で
と
の
こ
と
。

　

株
式
や
投
資
信
託
：
こ
れ
も

儲
か
っ
た
ら
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ

ン
税
が
発
生
す
る
と
の
こ
と
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
ア
メ
リ
カ
の
永
住
権
を
放
棄

し
た
ら
日
本
の
み
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
永
住
権
を
維
持

し
た
ま
ま
日
本
に
帰
国
す
る

と
、
日
米
双
方
で
課
税
対
象
と

な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

４
０
１
Ｋ
や
Ｉ
Ｒ
Ａ
等
年
金

資
産
：
永
住
権
放
棄
後
も
一
定

条
件
下
で
口
座
を
維
持
で
き
ま

す
が
、
プ
ラ
ン
や
金
融
機
関
に

よ
っ
て
は
帰
国
時
に
一
旦
、
全

て
の
現
金
化
が
求
め
ら
れ
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
も

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
現
金
化
す
る
こ
と
に
よ
る

所
得
税
や
金
融
機
関
の
プ
ラ
ン

に
よ
っ
て
は
「
早
期
現
金
化
」

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
（
59
・
５
歳
未

満
は
10
％
）
が
課
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。
詳
し
く
は

対
象
の
金
融
機
関
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

保
険
：
ア
メ
リ
カ
の
個
人
保

険
は
自
動
更
新
が
一
般
的
で
、

解
約
手
続
き
を
し
な
い
と
帰
国

後
も
保
険
料
が
発
生
し
続
け
た

り
、
未
払
い
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
ヒ

ス
ト
リ
ー
に
悪
影
響
が
残
っ
た

り
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
帰
国
前
に
解
約
手
続
き
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　Social Security

：
米
国
年

金
の
受
給
権
は
国
籍
や
居
住
地

に
左
右
さ
れ
ず
、
日
本
帰
国
後

も
受
給
可
能
で
す
。
そ
れ
が
す

ご
い
で
す
ね
。
私
も
１
９
９
０

年
代
に
10
年
近
く
い
ま
し
た
の

で
、
計
算
す
る
と
65
歳
か
ら
毎

月
１
万
円
近
く
も
ら
え
る
み
た

い
で
す
。
嬉
。
た
だ
し
、
日
本

の
住
所
や
口
座
へ
の
切
り
替
え

は
フ
ォ
ー
ム
Ｓ
Ｓ
Ａ
ー
21
（
住

所
変
更
）、
フ
ォ
ー
ム
Ｓ
Ｓ
Ａ

ー
１
１
９
９
（
口
座
変
更
）
で

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
セ
ミ

ナ
ー
後
に
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、「
役
所
に
よ
っ
て
は
帰

国
者
の
た
め
の
海
外
年
金
ご
相

談
窓
口
が
あ
っ
た
」と
の
こ
と
。

私
も
と
り
あ
え
ず
大
阪
市
役
所

に
あ
る
の
か
ど
う
か
相
談
し
に

行
っ
て
み
ま
す
。

 

（
２
）
日
本
へ
財
産
を
持
ち
帰

る
と
課
税
・
リ
ス
ク
は
あ
る

の
？

　

１
０
０
万
円
超
の
現
金
は
、

税
関
で
「
支
払
手
段
等
の
携
帯

輸
出
・
輸
入
申
告
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。
で
き
れ
ば
、
銀

行
送
金
や
証
明
が
残
る
方
法
で

の
資
産
移
動
が
推
奨
さ
れ
ま

す
。
な
ん
と
「
仮
想
通
貨
」
も

対
象
で
す
。

日
本
帰
国
で
米
国
の
財
産
は
ど
う
な
る
？

　

外
貨
建
て
資
産
を
円
に
換
金

し
て
得
た
為
替
差
益
も
「
雑
所

得
」の
申
告
が
必
要
で
す
。
例
：

５
０
０
０
万
円
超
の
場
合
「
国

外
財
産
調
書
」
提
出
義
務
が
あ

り
ま
す
。
相
続
贈
与
も
、
帰
国

後
10
年
以
内
は
海
外
資
産
も
日

本
の
相
続
税
・
贈
与
税
の
課
税

対
象
と
な
る
「
10
年
ル
ー
ル
」

が
あ
り
ま
す
。
私
は
今
回
調
べ

て
い
て
初
め
て
知
っ
た
ル
ー
ル

で
し
た
。

　

永
住
権
・
市
民
権
の
放
棄

と
出
国
税
（Expatriation 

Tax

）：
永
住
権
や
市
民
権
を

放
棄
す
る
際
は
、
フ
ォ
ー
ム

８
８
５
４
の
提
出
が
義
務
で
、

過
去
５
年
分
の
確
定
申
告
・
納

税
も
必
須
で
す
。
資
産
規
模

や
税
額
に
よ
っ
て
は
「
出
国

税
（Expatriation Tax

）」
が

課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
を
怠
る
と
、
米
国
の
税

務
申
告
義
務
が
継
続
し
、
罰
金

（
１
万
ド
ル
）
リ
ス
ク
も
あ
る

の
で
こ
れ
も
要
注
意
で
す
。

　

さ
す
が
、
ア
メ
リ
カ
在
住
の

皆
様
か
ら
予
測
し
て
い
た
も
の

以
上
の
難
質
問
が
あ
り
、
口
頭

で
も
答
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ

こ
で
初
め
て
回
答
す
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
私
も
介
護
だ
け
を

知
っ
て
い
る
だ
け
の
介
護
人
で

な
く
、
そ
の
方
が
個
人
と
し
て

悩
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
を
、
ま

た
は
悩
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い

先
の
こ
と
も
想
定
で
き
る
「
介

護
ト
ー
タ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
し
て
人
間
の
幅
の
厚
み
を
増

し
て
い
き
た
い
な
と
感
じ
た
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
気
づ
き
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

 　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ

ル
プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ

ー
代
表
取
締
役
、
全
国
介
護
事

業
者
連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

ハ
ン
タ
ー
大
学
で
21
日
午

後
、
同
大
日
本
語
日
本
文
化
科

で
日
本
語
を
学
ぶ
大
学
生
を
対

象
に
、
本
紙
「
週
刊
や
さ
し
い

に
ほ
ん
ご
生
活
」
欄
で
日
本
の

作
法
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
解
説

し
て
い
る
マ
ナ
ー
講
師
の
長
久

保
美
奈
さ
ん
が
講
義
し
た
。

　

当
日
は
「
日
本
な
ら
で
は
の

動
作
を
学
ぼ
う
！
」
と
題
し
て

言
葉
と
動
き
で
伝
え
る
日
本
の

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
日
本
語
で
解

説
し
た
。
マ
ー
ヤ
ン
・
バ
ル
カ

ン
同
大
教
授
の
招
き
で
実
施
さ

れ
た
。

　

当
日
は
日
本
独
特
の
あ
い
さ

つ
で
あ
る
「
お
じ
き
」
の
意
味

や
種
類
、
動
作
の
方
法
や
ク
ッ

シ
ョ
ン
言
葉
に
つ
い
て
解
説
し

た
。「
お
じ
ぎ
」
に
は
「
あ
い

さ
つ
」「
感
謝
」「
お
わ
び
」
の

３
種
類
が
あ
る
と
し
て
、
お
じ

ぎ
の
種
類
と
角
度
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
軽
い
あ
い
さ
つ
の
会

釈
は
15
度
、
あ
い
さ
つ
・
感
謝

の
「
敬
礼
」
は
30
度
、
深
い
お

詫
び
、強
い
感
謝
の
「
最
敬
礼
」

は
45
度
と
、お
じ
ぎ
の
種
類
に
、

学
生
た
ち
も
教
室
の
前
に
出
て

実
践
。
ま
た
人
と
す
れ
違
う
時

の
あ
い
さ
つ
は
、
一
旦
立
ち
止

ま
り
、
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
し

て
お
じ
ぎ
を
す
る
な
ど
、
日
本

人
で
あ
れ
ば
無
意
識
に
行
な
っ

て
い
る
動
作
も
、
日
本
の
文
化

を
学
ん
で
い
る
学
生
た
ち
の
目

に
は
新
鮮
に
映
っ
た
よ
う
だ
。

　

ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
は
、
言
い

に
く
い
こ
と
を
柔
ら
か
く
伝
え

る
言
葉
で
「
恐
れ
入
り
ま
す
が

〜
」「
お
手
数
を
お
か
け
し
ま

す
が
〜
」「
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
〜
」
と
い
う
枕
詞
を
そ
え

る
こ
と
で
「
相
手
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
が
伝
わ
る
」
と
い
う

説
明
に
学
生
か
ら
英
語
で
も
同

様
の
表
現
が
紹
介
さ
れ
た
。
最

後
に
長
久
保
さ
ん
は
「
日
本
の

マ
ナ
ー
は
、
思
い
や
り
を
形
に

す
る
文
化
で
す
」と
ま
と
め
た
。

　

同
大
は
日
本
語
を
学
ぶ
学
科

を
２
年
前
に
創
設
し
て
、
米
東

部
で
日
本
語
を
学
ぶ
米
高
校
生

た
ち
の
た
め
の
春
ま
つ
り
を
今

年
か
ら
大
学
を
開
放
し
て
開
催

す
る
な
ど
、
米
東
部
に
お
け
る

日
本
語
教
育
機
関
の
中
核
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

お
じ
ぎ
の
種
類
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
る
学
生
た
ち

日本語を学ぶ学生たち
ハンター大学で長久保さん講義

言葉と動作の関係解説

日本語でマナーについて講義を受けた学生たちと授業を受け
持つバルカン教授（手前）と講義した長久保さん（右）

第
50
回
メ
イ
シ
ー
ズ
・
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ー

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
彩

 　
老
舗
デ
パ
ー
ト
の
メ
イ
シ

ー
ズ
は
27
日
（
日
）
か
ら
５

月
18
日
（
日
）
ま
で
、
春
恒

例
の
「
メ
イ
シ
ー
ズ
・
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ー
」
を
ヘ
ラ
ル
ド

ス
ク
エ
ア
本
店
（
西
34
丁
目

１
５
１
番
地
）
で
開
催
す

る
。
50
周
年
を
迎
え
る
今
年

の
シ
ョ
ー
は
、
花
店
ブ
ー
ク

ス
の
花
々
と
造
園
業
者
マ
ン

ス
ケ
ー
パ
ー
ズ
Ｎ
Ｙ
の
作
業

が「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム（
超

現
実
主
義
）
ガ
ー
デ
ン
と
魅

惑
的
な
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
」
を

装
い
、初
の
「
メ
イ
シ
ー
ズ
・

ブ
ー
ケ
・
オ
ブ
・
デ
ィ
ー
ル

ズ
」
を
提
供
す
る
と
伝
え
て

い
る
。
ま
た
今
年
は
イ
ヴ
・

サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
（
Ｙ
Ｓ
Ｌ
）

や
玩
具
レ
ゴ
な
ど
の
著
名
ブ

ラ
ン
ド
も
協
力
し
、
特
別
展

示
を
行
う
。
店
内
は
、
ク
ル

ー
ズ
会
社
ホ
ラ
ン
ド
・
ア
メ

リ
カ
ラ
イ
ン
が
波
に
揺
れ
る

よ
う
な
色
と
り
ど
り
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
庭
を
展
開
す

る
。
限
定
商
品
を
販
売
す
る

店
舗
も
あ
る
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://www.

macys.com

を
参
照
。

http://hinomaru-limo.com
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeIEefrvA2MHMuzaRG2neH1v-Dm7ztN1Ty0w-Dy8FTAX4LiIA/viewform


　

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
な
っ
て
３

か
月
余
り
が
過
ぎ
た
。
ア
メ
リ

カ
に
住
ん
で
い
る
我
々
日
本
人

も
、
米
国
に
在
住
す
る
他
国
か

ら
来
て
い
る
外
国
人
と
何
ら
変

わ
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
か

つ
て
な
い
ほ
ど
に
意
識
せ
ざ
る

を
得
な
い
毎
日
だ
。
ア
メ
リ
カ

と
い
う
国
、
ア
メ
リ
カ
人
と
い

う
国
民
は
ど
う
い
う
国
で
、
ど

う
い
う
人
た
ち
な
の
か
は
、
在

米
生
活
体
験
か
ら
あ
る
一
定
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

　

正
し
い
か
ど
う
か
は
別
と
し

て
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
極
め

て
理
性
的
で
外
交
力
が
あ
り
、

政
治
的
力
、
個
々
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
強
さ
、
合
理
的
な
も
の
の

考
え
方
、
伝
統
的
な
も
の
よ
り

革
新
的
な
明
る
い
未
来
を
目
標

に
民
主
的
な
方
法
で
物
事
を
決

め
て
い
く
フ
ェ
ア
な
国
で
、
基

本
的
に
楽
天
的
で
明
る
い
前
向

き
な
国
民
性
が
あ
る
な
ど
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
第
二
次
世
界
大

戦
以
降
の
20
世
紀
ミ
ッ
ド
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
か
ら
つ
い
昨
年
く
ら

い
ま
で
は
少
な
く
と
も
私
は
持

っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
思
い

は
、「
正
し
い
も
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
変
わ
ら
な
い
で
い
て
欲

し
い
」
と
い
う
ほ
の
か
な
期
待

が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
ど
ん
な

ふ
う
に
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
が

変
化
し
て
い
く
の
か
は
、
直
近

の
３
か
月
だ
け
の
目
ま
ぐ
る
し

い
変
化
を
見
る
と
予
測
不
能
だ

が
、
今
一
度
、
冷
静
に
ア
メ
リ

カ
と
い
う
国
を
見
つ
め
直
す
に

は
実
は
、
今
は
案
外
良
い
機
会

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
書
『
虫
の
目
線
で
見
た
ア

メ
リ
カ
入
門
の
書
〜
グ
ロ
ー
カ

ル
に
歩
い
た
素
顔
の
ア
メ
リ

カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』
は
、
日

米
の
国
際
交
流
や
地
方
行
政
に

長
く
携
わ
っ
た
著
者
（
神
戸
在

住
・
元
自
治
体
職
員
）
が
、『
虫

の
目
線
』
で
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」

に
ア
メ
リ
カ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
語
る
。「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
と

は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
（
国
際
目

線
）」
に
考
え
「
ロ
ー
カ
ル
（
地

域
目
線
）」に
行
動
す
る（Think Globally, Act Locally

）

の

Global

＋Local

↓Glocal

と
し
て
生
ま
れ
た
概
念
だ
。
外

交
官
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
も

な
く
、
評
論
家
で
も
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
で
も
な
い
「
国
際
交
流
マ

ン
」
＆
「
地
方
行
政
マ
ン
」
の

ユ
ニ
ー
ク
な
実
体
験
の
書
だ
。

　

同
書
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
概

要
や
ア
メ
リ
カ
人
気
質
の
ほ

か
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
事
情
や

治
安
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
自
ら
の
「
ト

ラ
ン
ザ
ム
１
万
キ
ロ
」
の
旅
や

ア
イ
ダ
ホ
州
の
農
家
老
夫
婦
と

の
24
年
も
の
交
流
に
も
触
れ
て

い
る
。原
子
爆
弾
の
ア
メ
リ
カ
、

ジ
ョ
ン
万
次
郎
、
ペ
リ
ー
提
督

の
Ｎ
Ｙ
の
墓
な
ど
の
日
米
交
流

の
歴
史
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
外
国
青
年
招
致
事
業
）
の
重

要
性
や
元
気
な
在
米
邦
人
、
日

系
人
へ
の
応
援
と
感
謝
の
章
も

あ
る
。
日
米
交
流
に
向
け
て
の

若
い
世
代
へ
の
期
待
も
込
め
ら

れ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
理
解
を
深
め
よ
う

と
す
る
人
、
と
り
わ
け
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
新
た
に
仕
事
や
生
活

を
始
め
る
人
や
、
こ
れ
か
ら
ア

メ
リ
カ
を
目
指
そ
う
と
す
る
若

い
世
代
に
参
考
に
な
る
書
籍

だ
。
主
な
内
容
を
目
次
で
見
る

と
「
ア
メ
リ
カ
と
は
ど
の
よ
う

な
国
か
」「
移
民
国
家
ア
メ
リ

カ
」「
ア
メ
リ
カ
人
気
質
」「
ア

メ
リ
カ
の
社
会
事
情
」「
ア
メ

リ
カ
の
治
安
と
警
察
」「
世
界

の
中
心
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」「
ア

メ
リ
カ
を
旅
し
て
」「
日
米
の

歴
史
を
訪
ね
て
」「
日
米
交
流

の
未
来
へ
」「
人
は
何
故
ア
メ

リ
カ
を
目
指
す
の
か
」と
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
な
っ
て

も
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
な
る
前

の
ア
メ
リ
カ
と
ア
メ
リ
カ
人
は

ま
だ
こ
の
国
に
存
在
す
る
。
ア

メ
リ
カ
の
過
去
、
現
在
、
未
来

を
整
理
す
る
意
味
で
、
一
地
方

自
治
体
職
員
の
目
が
見
た
ア
メ

リ
カ
の
姿
を
私
た
ち
が
信
じ

る
「
ア
メ
リ
カ
人
」
の
姿
と
重

ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
書

だ
。　
　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

 アメリカの素顔とは？
緒方孝昭・著

 Kindle 電子書籍・刊

■言葉の解像度を上げる―「わかる」から「動ける」まで
（浅田すぐる、プレジデント社）ビジネスの “曖昧フレーズ ”
を「紙１枚」で超・具体化。「言葉にする」だけでは仕事
は進まない。成果につなげるには何から手をつけるか、ど
う解釈するかを、社会人学習・キャリア支援家の著者が解
説する。■布武の果て（上田秀人、集英社文庫）永禄11年、
織田信長が15代将軍足利義昭を奉じ上洛した。信長は貿
易の富で自治を貫く堺に鉄炮や硝石の独占を要求。堺納屋
衆の今井宗久、千宗易、津田宗及らは一旦恭順する。だが
強かな彼らは商機を逃さぬため、趨勢を見定めようと茶室
で戦況分析を始める。本能寺の変の真相に迫る戦国交渉小
説。■日本が心配（養老孟司、PHP新書）将来、南海トラ
フ巨大地震が日本を襲い、莫大な被害が出ることが予想さ
れている。「地震後の日本社会が心配」と語る養老孟司が、
地震と災害後の日本について識者と語る。日本人の被害や
避難・疎開のシミュレーション、津波や復興が変える自然
環境など、日本人が行うべき備えと復興後のビジョンを問
う。■路地裏の吸血鬼（赤川次郎、集英社文庫）恋も仕事
もままならず、貧乏生活を送る峰岸は夜の路地裏をあても
なくさまよっていた。そんな彼の前に突然現れた立派なド
ア。中に入ると豪華なステーキとワイン、妖しげな美女が
彼を待っていた。3つの物語を収録した赤川次郎の人気シ
リーズ第32弾。■いえ（小野寺史宜、祥伝社文庫）おれには大学生の妹が
いる。兄妹仲は普通だった。おれの友だちで妹の恋人がデート中に交通事故
を起こすまでは。後遺症で妹は足を引きずるようになった。以来、家族ぐる
みの付き合いだった我が家はぎくしゃくしている。家族に友に、おれはどう
接すればいいのか。『ひと』『まち』に続く荒川青春物語。■おあげさん―油
揚げ 365 日（平松洋子、文春文庫）煮ても焼いても焙ってもよし。変幻自
在な「油揚げ」はお値段も素晴らしい。母の作る「ひろうす」の思い出、友
人との台所時間、向島や伊東で味わう魅惑の一品、きつねうどんの由来から
ショーケンまで、油揚げを愛するあまりのエッセイ29編と簡単な45の油
揚げ料理レシピを収録。油揚げの魅力が詰まった本。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

成
果
を
出
す
た
め
の
言
葉
の
使
い
方
。「
本
能
寺
の
変
」
の
驚
く
べ
き
真
相
。
巨
大
地

震
に
日
本
人
が
行
う
べ
き
備
え
。
赤
川
次
郎
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
第
32
弾
。
や
り
き
れ
な
い

想
い
の
行
き
先
を
探
す
物
語
。
油
揚
げ
の
魅
力
を
語
る
エ
ッ
セ
イ
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

５
人
の
子
供
達
の
パ
パ
で
あ

る
ル
イ
ス
は
あ
る
日
、
家
族
み

ん
な
で
ド
ラ
イ
ブ
中
に
空
を
飛

ぶ
物
体
を
目
撃
し
ま
す
。
初
め

て
飛
行
機
を
見
た
ル
イ
ス
は
す

っ
か
り
と
り
こ
に
な
り
、
自
分

も
飛
び
た
い
と
思
い
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
、
何
度
も
失
敗

し
て
、時
に
は
骨
を
折
っ
た
り
、

目
の
周
り
を
あ
ざ
だ
ら
け
に
し

な
が
ら
６
年
が
過
ぎ
ま
す
。
そ

し
て
つ
い
に
改
良
を
重
ね
た
飛

行
機
が
完
成
し
、
１
９
０
９
年

7
月
25
日
の
早
朝
、フ
ラ
ン
ス
・

カ
レ
の
浜
辺
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の

対
岸
ま
で
、
約
40
キ
ロ
の
海
上

飛
行
に
成
功
し
ま
す
。

　

自
動
車
の
ラ
イ
ト
の
発
明
で

財
を
な
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
、
ル

イ
・
ブ
レ
リ
オ
（
１
８
７
２
〜

１
９
３
６
）
の
成
し
遂
げ
た
航

空
機
開
発
と
英
仏
海
峡
横
断
飛

行
を
描
い
た
実
話
。
こ
の
時
に

使
わ
れ
た
単
葉
プ
ロ
ペ
ラ
機

「
ブ
レ
リ
オ
11
号
」
は
そ
の
後
、

軍
か
ら
の
受
注
に
よ
り
量
産
さ

れ
た
。
ま
た
仏
国
立
工
芸
博
物

館
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
も
展
示

さ
れ
て
い
る
。
１
９
８
４
年
の

最
優
秀
絵
本
賞
を
受
賞
。
日
本

語
で
読
む
な
ら
『
パ
パ
の
大
飛

行
』（
福
音
館
書
店
）。（
高
田
）

世
界
初
の
ド
ー
バ
ー
海
峡
横
断
飛
行
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